
「
あ
な
な
ん
」
の
人
気
の
ヒ
ミ
ツ
と
は
？

シ
リ
ー
ズ

地
域
医
療
の
明
日
を
考
え
る

広報

７月号	 [No.672]
平成26年（2014年）7月1日

生
誕
８
カ
月



ＡＮＡＮＡＮ

３

２

１

６
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「
あ
な
な
ん
」
の

人
気
の
ヒ
ミ
ツ
と
は
？

市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
人
気
投
票
で
圧
倒

的
な
支
持
を
得
て
誕
生
し
た
「
あ
な
な
ん
」。

温
か
い
声
援
に
後
押
し
さ
れ
、
活
躍
の
舞
台

を
全
国
に
広
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

生
誕
８
カ
月

友だち
できたよ

めざせ
日本一！

グッズ・商品
好評発売中！

全国2,000人
に祝福されて

生みの親に
聞く

小中学校に

お礼行脚

商
工
観
光
労
政
課

主
査　
篠
原
正
重
さ
ん



光のまち・阿南市
イメージアップキャラクター

あななん

Profile

阿南市イメージアップキャラクター

氏名

出身地

四国最東端のまち
徳島県阿南市

誕生日 年齢

平成25年10月12日 ０　歳

性別

不　明

性格

ゆるい顔をしていると言われるけど実はヤル気と元気に満ちている

職名 仕事

一応、公務員 阿南市をＰＲすること

出没するところ

学校やイベント会場など人が多く集まるところ

そのほか

イラスト使用、イベント出張申請に関することは、阿南市
ホームページをご覧ください。「あななん」で検索。

　

ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
の
よ
う
な
格
好
よ

さ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
や
さ
し
い
パ
ワ
ー
、

か
わ
い
い
パ
ワ
ー
で
み
ん
な
を
ハ
ッ
ピ
ー

に
す
る
不
思
議
な
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

言
葉
で
は
伝
え
き
れ
な
い
阿
南
の
魅
力
や

み
ん
な
の
思
い
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
発
信
し
、

世
界
中
に
〝
光
の
ま
ち
阿
南
〟
の
フ
ァ
ン

を
増
や
し
た
い
と
「
あ
な
な
ん
」
は
考
え

て
い
ま
す
。

　

四
国
に
〝
は
し
っ
こ
″
は
あ
っ
て
も
、

丸
い
地
球
に
は
〝
は
し
っ
こ
〟
や
〝
真
ん

中
〟
は
な
い
は
ず
。
で
も
、「
あ
な
な
ん
」

に
と
っ
て
阿
南
市
が
〝
真
ん
中
〟。
そ
う

考
え
る
こ
と
で
視
野
が
広
が
り
、
爽
快
な

気
分
に
な
っ
て
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な

物
語
が
生
ま
れ
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
Ⓡ
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
立
候

補
す
る
と
聞
き
ま
し
た
。
１
５
８
０
体
の

ゆ
る
キ
ャ
ラ
Ⓡ
が
参
加
し
た
２
０
１
３
年

は
、
約
１
２
０
万
票
を
獲
得
し
た
「
さ
の

ま
る
（
栃
木
県
佐
野
市
）」
が
グ
ラ
ン
プ

リ
に
輝
き
ま
し
た
。
念
ず
れ
ば
花
開
く

－

。

「
あ
な
な
ん
」
の
活
躍
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

生
み
の
親
・
本
山
清
数
さ
ん
（
神
戸
市
）
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
！

「
あ
な
な
ん
」
を
よ
く
知
る
お
２
人
に
聞
き
ま
し
た
！

「
あ
な
な
ん
」
っ
て
ど
ん
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
？

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
Ⓡ

」
活
用
の
メ
リ
ッ
ト

地域の特性をキャラクターにすることで親しみや
すさが湧き、世代・性別を問わずあらゆる層に
PR できます。また、キャラクターの商品化
の推進は地域経済の活性化にもつながりま

す。ゆるキャラ®グランプリへの参加も
知名度アップ戦略の一つ。みんなで
「あななん」を応援することで、

団結力の向上や郷土愛の高揚
といった相乗効果も得られ
るのではないでしょうか。

動きはゆっくり。時々、踊ったり走ったりすること
も。笑顔に出会えば出会うほど元気になるみたい。

友だちもたくさんでき、「ふるるん」や「ふじ
っこちゃん」とは大の仲良し。みんなから
かわいがられています。趣味は特にあり
ませんが、ブログやツイッターをして
みたいらしい。普段はしゃべらない
「あななん」が何をつぶやくのか

楽しみ！イラスト使用申請も
随時、受け付けています。

主
事　
八
木
美
和
さ
ん

商
工
観
光
労
政
課

主
査　
篠
原
正
重
さ
ん
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１枚100円
Ⓒ阿南市観光協会

クリアファイル

390円
Ⓒ㈲カイデヤ

ミニタオル
500円
Ⓒ米崎印刷㈱

ハンドタオル

栗入り粒あんをしっとりとした
やわらかな生地で包んでいます。

１個162円
Ⓒ鶴家菓子舗（福井町）

あななんどら

柚子入りチョコをあななん
をかたどった生地でサンド。

１個194円
Ⓒ鶴家菓子舗（福井町）

あななんマカロン
玄米と希少糖を使った健康
志向のまどれ－ぬ。

１個140円
Ⓒ紅葉屋（富岡町）

あななんまどれ－ぬ

チョコとカスタードクリー
ム入り。子どもに大人気。

１個140円
Ⓒ紅葉屋（富岡町）

あななんパン

新野米を使ったパン生地に
手作りのなめらかカスター
ドクリームを包んでいます。

１個130円
Ⓒ彩魁企画（新野町）

あななん・クリームパン

「あななん」グッズ・商品
阿南市イメージアップキャラクター使用申請により承認された商品を紹介しています。品切れの場合があります。全品税込価格で表示しています。

好評発売中！

500円
Ⓒ阿南市観光協会

ピンバッジ
500円
Ⓒひじりめぐみと仲間たち

ストラップ
500円
Ⓒひじりめぐみと仲間たち

イヤホンジャック

１本250円
Ⓒ㈲カイデヤ

ボールペン
120円
Ⓒ㈲カイデヤ

シャープペン

広報あ な ん 2014.07　4



阿南市の特産品や「あななん」グッズなどを
販売する「阿南市物産館」が、阿南光のまちステ
ーションプラザ内にオープンします。「観光案内所」
も併設され、阿南市の “ 知りたい情報 ” がすぐに
わかります。ぜひ、お立ち寄りください。

“ ポストカード ”もご利用ください
市役所案内、道の駅、かもだ岬温泉で無料配布中！

阿南市物産館・観光案内所
阿南市富岡町今福寺40番地17
阿南社会福祉会館１階　
阿南光のまちステーションプラザ内
開館　10:00～20:00
休館　毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
　　　年末年始（12月29日～１月３日）
☎0884－24－3141

阿南市の特産品や「あななん」グッズを販売します

阿南市物産館７月５日㈯オープン！

カラー　グレー・ブラック
サイズ　110・130・150・Ｓ・

Ｍ・Ｌ・XL・XXL
4,000円
Ⓒ阿南市観光協会

１枚150円
Ⓒモリデザイン工房

ステッカー
１個200円
Ⓒひじりめぐみと仲間たち

２号

マグネット

カラー　コバルトブルー
サイズ　SS・Ｓ・Ｍ・Ｌ
2,700円
Ⓒ米崎印刷㈱

ポロシャツ

カラー　ネイビー、ピーチ ※オプションカラー有
サイズ　160・S・M・L・XL
1,200円（オプション2,100円）
Ⓒ㈲カイデヤ

Ｔシャツ

カラー　ネイビー
サイズ　M・Ｌ
7,000円
Ⓒ阿南市観光協会

ブルゾン

パーカー

１冊200円
Ⓒ米崎印刷㈱

あななんのノート（B５判）
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小
さ
な
心
に
芽
生
え
た

大
き
な
お
国
自
慢

　
「
あ
な
な
ん
」
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
よ
る
人
気
投
票
で
誕
生
し
ま
し

た
。
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
２
０
４

点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
選
考
委

員
会
で
選
定
さ
れ
た
４
点
の
優
秀
作

品
で
人
気
投
票
を
実
施
。
投
票
総
数

６
７
９
８
票
の
う
ち
、
２
９
４
６
票

（
約
43
％
）
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
山
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン

を
基
に
着
ぐ
る
み
を
製
作
。
公
募
で

愛
称
も
「
あ
な
な
ん
」
に
決
ま
り
、

10
月
12
日
に
日
本
女
性
会
議
の
会
場

で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
約
２
０
０
０
人
の
温
か
い
祝

福
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
、
華
々
し
い

デ
ビ
ュ
ー
を
飾
っ
た
「
あ
な
な
ん
」。

阿
南
市
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。

　

つ
ぶ
ら
な
瞳
と
少
し
不
器
用
な

し
ぐ
さ
が
愛
く
る
し
く
、
行
く

先
々
で
人
気
者
に
。
投
票
の
お
礼

を
兼
ね
た
学
校
訪
問
で
は
、
全

校
集
会
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
登
場

し
、
愛あ

い
き
ょ
う嬌
を
ふ
り
ま
い
た
り
ダ
ン

ス
を
踊
っ
た
り
し
て
、
子
ど
も
た

ち
の
心
を
つ
か
ん
で
い
ま
す
。
私

た
ち
の
ま
ち
に
も
ご
当
地
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
誕
生
し
た
―
。
小
さ
な

心
に
大
き
な
お
国
自
慢
が
芽
生
え

始
め
て
い
ま
す
。

際
立
つ
存
在
感

　

徳
島
県
内
で
は
、
11
の
自
治
体

で
15
体
の
公
式（
公
認
）キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。「
あ

な
な
ん
」
は
そ
の
末
っ
子
。
着
ぐ

る
み
の
仲
間
た
ち
か
ら
も
か
わ
い

が
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
12
月
の

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
で
行
わ
れ

た
お
誕
生
会
に
は
、
県
内
外
か
ら

18
体
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
お
祝
い

に
駆
け
付
け
、
み
ん
な
で
〝
恋
す

る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
ッ
キ
ー
〟
を

踊
り
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
で
輝
く

姿
は
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
で
い
う
看
板
ア
イ

ド
ル
。
先
輩
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
引

け
を
取
ら
な
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、

存
在
感
を
際
立
た
せ
て
い
ま
し
た
。

人
気
の
ヒ
ミ
ツ
と
は

　

誕
生
か
ら
わ
ず
か
半
年
で
40
回

以
上
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
重
ね
、
時
に

大
阪
や
東
京
に
も
足
を
運
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
多
方
面
で
の
活
躍
ぶ

り
は
、
地
元
の
Ｐ
Ｒ
の
み
な
ら

ず
、
市
民
の
郷
土
愛
高
揚
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。「
あ
な
な
ん
」

フ
ァ
ン
と
い
う
児
童
・
生
徒
の
皆

さ
ん
に
、
そ
の
人
気
の
ヒ
ミ
ツ
に

つ
い
て
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

活
躍
の
舞
台
を
全
国
に

　

１
７
０
０
件
近
く

の
マ
ス
コ
ッ
ト
や
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
登
録
し
て
い
る
全
国
ご

当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
情
報
サ
イ
ト

の
人
気
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、「
あ
な

な
ん
」
は
17
位
（
６
月
18
日
現
在
）

に
ラ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。
一
時
は

10
位
以
内
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
こ

と
も
あ
り
、
徳
島
県
内
の
登
録

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
中
で
は
ダ
ン
ト

ツ
１
位
の
人
気
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
「
あ
な
な
ん
」
が
今
夏
、

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
Ⓡ
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に

立
候
補
し
ま
す
。
身
近
な
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
全
国
の
舞
台
で
活
躍
す

れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
阿
南
市
の
知

名
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
応
援

す
る
私
た
ち
に
も
夢
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
ま
だ
０
歳
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

だ
け
の
力
が
身
に
つ
い
て
い
ま
せ

ん
。
太
陽
の
光
を
燦さ

ん

々さ
ん

と
浴
び
て

ひ
ま
わ
り
が
背
を
伸
ば
す
よ
う
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
支
援
が

必
要
で
す
。
地
域
に
根
差
し
た
活

動
か
ら
全
国
へ
、「
あ
な
な
ん
」

の
挑
戦
が
始
ま
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
商
工
観
光
労
政
課

（
☎
22

－

３
２
９
０
）
へ

阿
南
中
学
校
３
年

嘉
村
真
歩 

さ
ん

羽
ノ
浦
小
学
校
６
年

中
島
稜
登 

さ
ん

津
乃
峰
小
学
校
６
年

早
苗
優
希 

さ
ん

富
岡
西
高
校
２
年

横
手
希
美 

さ
ん

富
岡
西
高
校
２
年

清
原
梨
央 

さ
ん

癒し系で、とても
かわいい。阿南

市のアイド
ルです！

ぽーっとしてい
て、とことん

緩い所が
好き！

ふんわりしてい
る雰囲気が
かわいい

修学旅行先で
ＰＲしたら
県外でも
大人気

優しい黄色が
みんなの心
を癒して
くれる

広報あ な ん 2014.07　6



こ
の
夏
、

立
候
補
し
ま
す
！

ゆるキャラⓇグランプリ2014
11/１㈯～３㈷

ゆるキャラ®グランプリとは　

「ゆるキャラ®グランプリ」は、ゆるキャラ®グランプリ実行委員会が主催する地域活性を目的とした郷土愛
あふれるキャラクターのグランプリを決定するための大会です。2011年は「くまモン（熊本県）」、2012年
は「バリィさん（愛媛県今治市）」、2013年は「さのまる（栃木県佐野市）」がグランプリに輝きました。

エントリー期間　７/１㈫～９/１㈪　　投票期間　９/２㈫～10/２㈭　
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お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
災
害
時
用
携
帯
ト
イ
レ
11

セ
ッ
ト

富
岡
町　

由
井
美
紗
子
様
ほ
か

35
名
様
か
ら

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

７
月
１
日
か
ら

「
本
人
通
知
制
度
」が

始
ま
り
ま
す

　

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
の
謄
抄

本
等
を
本
人
以
外
（
本
人
の
代
理

人
や
第
三
者
）
に
交
付
し
た
事
実

を
、
事
前
に
登
録
し
た
本
人
に
郵

便
で
お
知
ら
せ
す
る
「
本
人
通
知

制
度
」
が
７
月
１
日
㈫
か
ら
始
ま

り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
住
民
票
の
写
し

等
の
不
正
請
求
お
よ
び
不
正
取
得

に
よ
る
個
人
の
権
利
の
侵
害
に
対

し
抑
止
力
を
持
た
せ
、
委
任
状
の

偽
造
や
不
必
要
な
身
元
調
査
等
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
事

前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

登
録
で
き
る
方　
阿
南
市
に
住
民

登
録
（
消
除
さ
れ
た
住
民
票
を
含

む
）
ま
た
は
本
籍
（
除
か
れ
た
戸

籍
を
含
む
）
が
あ
る
方

登
録
方
法　
本
人
通
知
制
度
事
前

登
録
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
市
民
生
活
課
、
那
賀
川

支
所
、
羽
ノ
浦
支
所
、
各
住
民
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
連
絡
所
の
窓
口
で

登
録
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

登
録
に
必
要
な
も
の　

▼
本
人
確
認
書
類
（
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
、
旅
券
、
運
転
免
許

証
等
）

▼
窓
口
に
来
る
方
が
代
理
人
の
場

合
は
、
併
せ
て
代
理
権
限
を
証

明
す
る
書
類
が
必
要
で
す
。

※
登
録
期
間
は
、
登
録
日
か
ら
起

算
し
て
３
年
を
経
過
し
た
日
の
属

す
る
月
の
末
日
ま
で
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

市
民
生
活
課

（
☎
22

－
１
１
１
６
）
へ

毎
月
第
一
日
曜
日
は

家
庭
人
権
学
習
の
日

　

同
和
問
題
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ

る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
家
庭
や

地
域
で
話
し
合
う
機
会
を
設
け
、

豊
か
な
人
権
感
覚
を
養
い
、
一
人

ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
人
権
教

育
協
議
会
事
務
局
（
☎
22

－

３
３

９
２
）
へ

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～
親
の
愛
～

　
「
親
を
亡
く
し
た
子
ど
も
を
孤
児
と
い
う
。
伴

侶
を
亡
く
し
た
夫
を
寡
夫
、
妻
を
寡
婦
と
い
う
。

子
ど
も
を
亡
く
し
た
親
を
呼
ぶ
言
葉
は
な
い
。
そ

の
心
の
痛
み
を
言
葉
で
表
す
こ
と
は
で
き
な
い
か

ら
だ
」

　

こ
れ
は
、
２
０
０
１
年
９
月
11
日
に
ア
メ
リ
カ

で
発
生
し
た
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
の
追
悼
式
典
で
、

当
時
の
マ
イ
ケ
ル
・
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
長
が
述
べ
た
哀
悼
の
辞
の
一
節
で
す
。

ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
を
は
じ
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は

２
７
４
９
人
が
死
亡
す
る
と
い
う
大
惨
事
と
な
り
、

阿
南
市
で
も
こ
の
事
件
で
最
愛
の
お
孫
さ
ん
を
亡

く
し
た
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
政
治
史
の
中
で
は
「
ア
メ
リ
カ
国

民
の
記
憶
に
残
る
日
」
は
、
１
９
４
１
年
12
月
７

日
（
日
本
時
間
12
月
８
日
）
の
真
珠
湾
攻
撃
、
１

９
６
３
年
11
月
22
日
の
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ

大
統
領
暗
殺
事
件
に
代
わ
っ
て
、
こ
の
２
０
０
１

年
９
月
11
日
を
永
遠
に
記
憶
に
留
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
４
月
16
日
、
韓
国
で
は
セ
ウ
ォ
ル
号
沈
没

事
故
が
起
こ
り
、
大
勢
の
高
校
生
の
命
が
犠
牲
と

な
り
ま
し
た
。
最
愛
の
わ
が
子
を
亡
く
し
た
父
母

は
、
口
々
に
、
修
学
旅
行
に
出
た
わ
が
子
が
理
不

尽
な
事
故
で
亡
く
な
っ
た
精
神
的
な
苦
痛
は
言
葉

に
で
き
な
い
と
訴
え
て
い
ま
す
。

も
も
子
よ

お
ま
え
が
ぐ
ず
っ
て
し
か
た
な
い
と
き

わ
た
し
は
お
ま
え
に　

げ
ん
こ
つ
を
く
れ
る

だ
が　

桃
子

お
父
さ
ん
の
命
が
要
る
と
き
が
あ
っ
た
ら

い
つ
で
も
お
ま
え
に
あ
げ
る

―
八
木
重
吉
（
１
８
９
８
～
１
９
２
７
）
―

　

父
、
重
吉
の
長
女
、
桃
子
へ
の
愛
に
満
ち
あ
ふ

れ
た
詩
で
す
。
重
吉
は
29
歳
の
若
さ
で
結
核
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。
詩
作
期
間
は
わ
ず
か
６
年
足
ら

ず
と
短
い
で
す
が
、
そ
の
作
品
は
、
２
０
０
０
編

以
上
に
も
及
び
ま
し
た
。

　

全
身
全
霊
を
も
っ
て
愛
し
た
桃
子
も
１
９
３
７

年
に
、
父
の
あ
と
を
追
う
よ
う
に
没
し
ま
し
た
。

　

胎
児
の
姿
は
祈
り
の
か
た
ち
と
い
わ
れ
ま
す
。

人
々
の
生
命
、
家
族
の
生
命
が
大
切
に
さ
れ
る
世

の
中
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
…
。
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後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

８
月
１
日
に
更
新

　

現
在
お
持
ち
の
「
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
」
の
有
効
期
限

は
７
月
31
日
㈭
で
す
。
８
月
１
日

㈮
以
降
は
、
７
月
中
に
送
付
す
る

新
し
い
被
保
険
者
証
（
黄
色
）
を

お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
後
期
高
齢
者
医
療
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
の
有
効
期
限
も
７
月
31
日

㈭
で
す
。
平
成
25
年
度
の
認
定
証

を
お
持
ち
の
方
で
、
平
成
26
年
度

も
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
確
認
で

き
た
方
に
は
７
月
中
に
新
し
い
認

定
証
を
送
付
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
保
険
料
の
決
定

通
知
を
８
月
初
旬
に
送
付
し
ま
す
。

納
付
書
で
お
支
払
い
い
た
だ
く
方

に
は
、
納
付
書
も
同
封
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

８
０
６
４
）
へ

公
共
下
水
道

受
益
者
負
担
金
の
納
付

　

平
成
26
年
度
の
納
付
書
は
、
８

月
上
旬
に
受
益
者
に
発
送
し
ま
す
。

　

納
付
対
象
は
、
分
割
払
い
で
納

付
さ
れ
て
い
る
方
や
、
平
成
25
年

10
月
ま
た
は
、
平
成
26
年
1
月
以

降
供
用
開
始
に
な
っ
た
土
地
で
、

猶
予
を
受
け
ら
れ
て
い
た
方
な
ど

で
す
。

納
期　
９
月
、
12
月
、
３
月

口
座
振
替
の
手
続
き　
口
座
振
替

（
分
割
支
払
い
の
み
）
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、次
の
金
融
機
関
に「
口

座
振
替
依
頼
書
」
を
備
え
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
７
月
15
日
㈫
ま
で

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

阿
波
銀
行
、
徳
島
銀
行
、
四
国
銀

行
、
高
知
銀
行
、
阿
南
信
用
金
庫
、

四
国
労
働
金
庫
、
阿
南
農
業
協
同

組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

問
い
合
わ
せ
は　
下
水
道
課
（
☎

22
－

１
７
９
６
）
へ

平
成
26
年
度

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
を

７
月
か
ら
受
付

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が「
免
除
」ま
た
は「
猶

予
」
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
申
請
に
は
所
得
要
件
が
あ

り
、
本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
世
帯

主
（
30
歳
未
満
の
方
が
対
象
の
納

付
猶
予
は
本
人
お
よ
び
配
偶
者
）

の
前
年
所
得
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
分
（
平
成
26
年
７

月
分
か
ら
平
成
27
年
６
月
分
ま

で
）
の
免
除
申
請
を
７
月
１
日
㈫

か
ら
受
付
し
ま
す
。

※
過
年
度
分
の
免
除
申
請
は
、
過

去
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
申
請
が
で
き
ま
す
。

申
請
時
に
必
要
な
も
の　
年
金
手

帳
、
印
鑑

※
退
職
（
失
業
）
し
た
こ
と
を
確

認
で
き
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
ま
た
は
離
職
票
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

阿
南
市
学
校
保
健
会・

講
演
会
の
開
催

日
時 

７
月
31
日
㈭　

午
後
２
時

15
分
〜
４
時
15
分

場
所　
文
化
会
館
１
階　

視
聴
覚
室

講
師　
愛
知
東
邦
大
学
教
育
学
部

教
授
・
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授　

今
津
孝
次
郎
さ
ん

演
題 

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
ケ
ー

タ
イ
と
ど
う
付
き
合
う
か
」

－

メ

デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

時
代
と
私
た
ち

－　

※
入
場
無
料

問
い
合
わ
せ
は　

学
校
教
育
課

（
☎
22

－

３
３
９
０
）
へ

市営住宅入居者募集

◆申込資格等　次の①～④に全てに該当する方
①阿南市に住民登録または勤務地を有し、持家がないな

ど居住に困っていると認められる方。
②同居しようとする親族がいること。ただし、婚約者の

場合は、入居を指定した日から３カ月以内に結婚し、
同居できる方に限ります。

③政令で定める収入基準を満たす方。
④申込者および同居する親族が暴力団員でないこと。
◆申込みに必要な書類　

①市営住宅使用申込書（住宅・建築課備え付け）
　※申込書には押印が必要。
②入居希望者全員の住民票
③収入を証する書類（所得課税証明書、源泉徴収票 ( 給

与支払明細書 ) など）
④婚約中の方は、婚約が証明できる書類
◆入居者の選定方法　

①受付時に書類審査を行います。書類に不備がある場合
は受け付けできません。

②書類審査後、希望する住宅を１つ選んでいただきます。
③各住宅で募集戸数を超える申込みがある場合は、抽選

により決定します。
④不正な申込み等が発見された場合は、当選資格を取り

消します。また、申込み後、入居までに同居親族の変
更（出産、死亡を除く）または婚約者が変わった場合
は、その申込みを無効とします。

◆受付日時　７月10日㈭、11日㈮　9:00～17:00
◆抽選日  ７月24日㈭、25日㈮　※抽選がある場合のみ
◆入居予定日　９月１日㈪

※家賃、敷金、収入基準など条件・制約がありますので
くわしくは、お問い合わせください。

問い合わせは　住宅・建築課（☎22−3431）へ

＜一般募集住宅＞　

住　宅　名 所　在　地 戸　数 間　取
西　　　方 長生町西方 １（単身可） ２ＤＫ
入　　　田 新野町入田 １ ３ＬＤＫ
高　　　田 福井町森 １ ３ＤＫ

橘 橘町幸野 １ ２ＬＤＫ
赤　　　池 那賀川町赤池 １ ３ＤＫ
中　　　島 那賀川町中島 ２ ３ＤＫ

次の市営住宅への入居者を募集します。
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情
報
公
開
･
個
人
情
報
保
護
制
度

の
施
行
状
況
の
内
容

　

平
成
25
年
度
の
施
行
状
況
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

行
政
情
報
課

（
☎
28

－

９
８
８
５
）
へ

わ
な
猟
免
許
取
得

補
助
金
申
請
の
受
付

対
象　
次
の
条
件
に
全
て
該
当
す

る
方

・
阿
南
市
に
住
所
を
有
す
る
方

・
平
成
26
年
度
内
に
、
わ
な
猟
免

許
を
新
た
に
取
得
す
る
方

・
わ
な
猟
免
許
取
得
後
、
狩
猟
者

登
録
を
行
い
、
有
害
鳥
獣
駆
除

業
務
に
従
事
す
る
方

補
助
金
額　
６
５
０
０
円
（
講
習

会
受
講
料
相
当
額
）

定
員　
20
人
（
申
込
順
に
受
付
）

申
請
期
限　
平
成
27
年
２
月
27
日
㈮

申
請
方
法　
申
請
書
（
農
林
水
産

課
備
え
付
け
）
に
必
要
書
類
を
添

付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

①
わ
な
猟
狩
猟
者
登
録
証
の
写
し

②
補
助
対
象
と
な
る
講
習
会
受
講

料
領
収
証
の
写
し

③
有
害
鳥
獣
駆
除
業
務
に
従
事
す

る
旨
の
誓
約
書

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
農
林

水
産
課
（
☎
22

－
１
５
９
８
）
へ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

子
ど
も
の
非
行
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

も
う
す
ぐ
夏
休
み
で
す
。
こ
の

時
期
、
子
ど
も
が
非
行
に
走
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
地
域
の
温
か
い

目
で
見
守
り
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も

に
対
し
、
周
囲
に
常
に
自
分
の
こ

と
を
気
に
か
け
て
く
れ
て
い
る

「
大
人
の
目
」
が
あ
る
こ
と
を
伝

え
ま
し
ょ
う
。

●
相
談
電
話

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
（
☎
０
８
８

－

６
２
５

－

８
９
０
０
）

い
じ
め
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
☎
０
８

８

－

６
２
３

－

７
３
２
４
）

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

情報公開・個人情報保護の施行状況　（単位：件）

開示
請求

処理
件数

　処理の状況
公開率開示 部分

開示 不開示 不存在
等

情報
公開 53 54 6 32 1 15 97.4％

個人
情報 0 0 0 0 0 0 0％

公開率（%）＝　 開示件数＋部分開示件数　 ×100　　　 処理件数－（不存在等件数）

あぶない !こんなに事故が
交通事故

件 数
死 者
負 傷 者

193件（962）
0人（    1）
26人（147）

救 急 件 数
搬送人員

243件（1,389）
241人（1,344）

火 災 件 数
損 害 額

2件（  15）
1,451千円

（24,120千円）
●阿南署管内５月分合計。カッコ内は１月からの累計。
●損害額は未確定分を含んでいません。

期間　７月23日㈬～31日㈭　10:00～20:00
※25日㈮～27㈰は22:00まで。28日㈪は休館。
場所　阿南光のまちステーションプラザ（阿南駅南隣）
展示物　故・杉浦　忠さん（南海ホークス）のグッズ

など
問い合わせは　野球のまち推進課（☎22−1297）へ

野球のまち阿南　まちかどミュージアム

～野球グッズ夏の展示会～

基礎調査実施のご案内
徳島県では、７月中旬から来年の２月末までの間、上
記の地区の土砂災害が発生する恐れのある箇所の調査
を実施します。現地を調査する際に、徳島県が発行す
る身分証明書を携帯した調査員が、皆さまの土地に立
ち入りをさせていただくことがありますので、ご理解
とご協力をよろしくお願いします。なお、調査結果に
ついては後日、説明会などによりお知らせする予定で
す。
基礎調査とは？	
基礎調査とは、土砂災害防止法に基づき、土砂災害が
発生する恐れがある箇所の地形、地質等を調査し、土
砂災害の恐れがある危険な区域を把握するためのもの
です。調査完了後、その区域について地元説明会や市
長への意見聴取を行い「土砂災害警戒区域」や「土砂
災害特別警戒区域」として指定します。

問い合わせは
徳島県南部総合県民局（阿南）砂防担当（☎ 24 － 4252）
徳島県県土整備部砂防防災課（☎088－621－2540）
阿南市建設部土木課（☎22－1595）へ

土砂災害防止法に基づく
基礎調査を実施します

調査対象地区
十八女町、阿瀬比町、加茂町、深瀬町、楠根町、
熊谷町、上大野町、中大野町、下大野町
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阿
南
市
物
産
館・観
光
案
内
所

７
月
５
日
オ
ー
プ
ン
！

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

日
時　
７
月
５
日
㈯
、
６
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所　

阿
南
光
の
ま
ち
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
（
阿
南
駅
南
隣
）

内
容　
か
き
氷
無
料
配
布
（
先
着

３
０
０
人
）、
す
い
か
の
重
さ
当

て
ク
イ
ズ
（
賞
品
あ
り
）、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
体
験
工
作
（
無
料
・
各
日
先
着

30
人
）、活
竹
人
形
体
験
工
作
（
有

料
）
な
ど

※
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
、
２
千
円
以

上
お
買
い
上
げ
の
方
に
「
あ
な
な

ん
Ｐ
Ｒ
バ
ッ
ジ
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
商
工
観
光
労
政

課
（
☎
22

－

３
２
９
０
）
へ

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
様
へ

限
度
額
認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

　

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
の
方

は
、
有
効
期
限
が
７
月
31
日
㈭
で

す
。
８
月
以
降
も
認
定
証
が
必
要

な
方
は
、
交
付
申
請
手
続
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
自
己
負
担
限
度
額
等
の
支
払
い

に
つ
い
て

　

70
歳
未
満
の
方
は
、
医
療
機
関

の
窓
口
で
「
限
度
額
認
定
証
」
を

提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費

（
１
カ
月
ご
と
）
の
支
払
金
額
が
、

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
住
民
税
が
非
課
税
世

帯
の
場
合
は
、
入
院
時
の
食
事
代

も
あ
わ
せ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

70
歳
以
上
の
方
は
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
場
合
に
、「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
提
示
す
る
こ
と
で
、
自
己
負
担

限
度
額
や
入
院
時
の
食
事
代
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

受
付
開
始
日　
７
月
１
日
㈫ 

申
請
に
必
要
な
も
の　
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
、
印
鑑

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、

入
院
時
の
領
収
書
ま
た
は
証
明
書

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

人
権
教
育
・
啓
発

同
和
問
題
講
演
会

日
時　
７
月
20
日
㈰　

午
後
１
時

20
分
〜

場
所　
文
化
会
館
１
階　

ホ
ー
ル

演
題　
『
人
権
文
化
を
考
え
る「
福

を
運
ん
だ
人
形
ま
わ
し
」』（
人
形

ま
わ
し
の
実
演
あ
り
）

講
師　
芝
原
生
活
文
化
研
究
所
代

表　

辻
本
一
英
さ
ん

演
者　
阿
波
木
偶
箱
ま
わ
し
保
存

会　

中
内
正
子
さ
ん
、
南　

公
代

さ
ん

※
託
児
あ
り
（
要
申
込
み
：
７
月

11
日
㈮
ま
で
）

※
駐
車
台
数
が
限
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
乗
り
合
わ
せ
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

阿
南
市
人
権
教
育・啓
発

研
究
講
座（
夏
期
）

受
講
生
募
集

　

講
座
を
集
中
的
に
開
催
す
る
こ

と
で
、
人
権
課
題
を
よ
り
専
門
的

に
学
び
、
見
識
を
深
め
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
で
本
講

座
の
目
的
に
賛
同
し
、
で
き
る
限

り
連
続
で
参
加
で
き
る
方

日
時　
７
月
28
日
㈪
、
８
月
４
日

㈪　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　
文
化
会
館
２
階　

研
修
室
２

内
容　
「
認
知
症
の
方
の
た
め
に

知
っ
て
お
き
た
い
大
切
な
こ
と

（
パ
ー
ソ
ン
セ
ン
タ
ー
ド
ケ
ア
入
門
）」

講
師　
介
護
老
人
保
健
施
設
阿
南

名
月
苑
地
域
連
携
室　

村
上
雅
裕

さ
ん

定
員　
40
人

申
込
締
切
日　
７
月
18
日
㈮

徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス
と

連
携・協
力
し
た
人
権
啓
発
活
動

　

徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス
の

試
合
当
日
に
、
人
権
啓
発
活
動
と

し
て
、
啓
発
物
品
の
配
布
な
ど
を

行
い
ま
す
。

日
時　
７
月
31
日
㈭　

午
後
５
時

〜
（
午
後
６
時
試
合
開
始
）

場
所　
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ

ジ
ア
ム

※
観
戦
に
は
別
途
入
場
券
が
必
要

で
す
。
な
お
、
試
合
中
止
の
場
合

は
イ
ベ
ン
ト
も
中
止
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

人

権
・
男
女
参
画
課
（
☎
22

－

３
０

９
４
）
へ

●臨時福祉給付金
申請先　福祉課分室（第１仮庁舎１階…旧保健所）
申請方法　申請書に必要書類を添えて、郵送または福祉課分室

窓口へ提出してください。

●子育て世帯臨時特例給付金
申請先　こども相談室（本庁舎２階）
申請方法　申請書を郵送またはこども相談室窓口へ提出してく

ださい。
＜公務員の児童手当受給者の皆様へ＞
こども相談室が申請先となります。申請書に児童手当受給証明
書（阿南市職員は除く）・振込口座が確認できる書類を添えて、
郵送またはこども相談室窓口まで提出してください。

共通事項
原則として、申請期間外の申請や平成 26 年１月１日時点で阿
南市に住民票がない方の申請は受け付けられません。また、両
給付金ともに支所・住民センターでの受付はしていませんので、
ご注意ください。くわしくは、広報あなん６月号の折込チラシ
をご覧ください。

問い合わせは
臨時福祉給付金…福祉課分室（☎22−3440）へ
子育て世帯臨時特例給付金…こども相談室（☎22−1677）へ

７月１日から
「臨時福祉給付金」および
「子育て世帯臨時特例給付金」の
申請を受け付けます

申請受付期間　 ７月１日㈫～ 10 月１日㈬
　　 　　　　　平日　8:30 ～ 17:15
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●教育長報告
①アクティブ・ワン・プロジェクト事業選考結果に

ついて
②教育委員会制度改革について

●学校評議員の委嘱について（学校教育課）
●学校訪問について（学校教育課）
●阿南市社会教育委員の委嘱について（生涯学習課）
●阿南市学校給食審議会委員の委嘱について
　（学校給食課）
●阿南市立図書館協議会委員の委嘱について（図書館）
●阿南市就学指導委員会規則の一部を改正する規則に

ついて（教育研究所）

※定例会の日時は、市のホームページでお知らせして
います。くわしくはお問い合わせください。

問い合わせは　教育委員会総務課（☎22−3299）へ

野球を観戦しながら出会いの輪を広げよう！
カップリング投票あります。
日時　７月19日㈯　18:00～試合終了まで
　　　（受付17:00～）小雨決行 
場所　ＪＡアグリあなんスタジアム
試合　徳島インディゴソックス VS 香川オリーブガイナーズ
対象　20歳以上40歳以下の独身男女
定員　男性20人　女性20人
※参加者が少ない場合は、イベントを中止することがあります。
参加費　男性2,000円　女性1,000円
　　　　（入場料、グッズ、ドリンク付）
受付期間　７月11日㈮まで ※定員になり次第締切。
申込方法　電話・FAX またはメールにて、住所、氏名（フ

リガナ）、年齢、性別、連絡先をお伝えください。
申込み・問い合わせは　徳島インディゴソックス球団
（☎088−679−8915・FAX088−679−8916）へ
　e-mail：ｔ-info@iblj.co.jp
主催　阿南de愛隊・徳島インディゴソックス球団

５月定例会（５月28日開催）で、次の
内容について審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより Baseball Coupling Party　
「第２弾 恋のドラフト会議」
～恋の希望選択選手は君だ！～

メール配信登録手順
①ＱＲコードを読み取り、表示されたＵＲＬにアクセスし、
「メールを送信する」を押すか、メールアドレスに直接「空
メール」を送信する。

　メールアドレス　j-toroku-anan-bosai@sg-m.jp
②メール送信画面で、変更を行わずメールを送信する。
「仮登録完了のお知らせ」メールが届いたら、ＵＲＬを選
択して本登録サイトにアクセスする。

③利用規約をご確認いただき「メール配信に同意する」を押す。
④配信カテゴリの「防災・広報」のみを選択し「次の画面に

進む」を押す。
⑤内容を確認し「入力内容を登録する」を押す。
⑥「ご登録ありがとうございました」と表示されたら登録完

了。別途、「本登録完了のお知らせ」メールが届く。

注意事項
※携帯電話で迷惑メール対策の設定をされている場合は、次

の設定を行ってから登録してください。
・「sg-m.jp」ドメインからのメールの受信を許可。
・ＵＲＬ付メールの受信を許可。

※メール配信の登録料は無料ですが、メールの受信に係る通
信料および電話応答に係る通話料は、利用者の負担とな
ります。

※電話応答では、一部の地区限定放送や放送から24時間が
経過したものは聞くことができません。

問い合わせは　防災対策課（☎22−9191）へ

サービスの内容
○地震・津波情報、国民保護関係情報、避難情報等を携帯電話等にメールで配信します。
○防災行政無線の放送内容を電話（☎28−9000）で確認することができます。

防災情報等のメール配信と
防災行政無線の電話応答サービス

７月１日から
サービス開始

❶

❷ ❸

❹

❻

❺

空メールを送信

送信

件名

本文

宛先
j-toroku-anan-bosai@sg-m.jp

●ご利用の登録を行う場合は、以下のリンク
よりメールを送信してください。
●件名、本文はそのままで結構です。ご利用
登録の案内メールを折り返しお送り致します。

メールを送信する➡

☆空メール送信☆

ご登録ありがとうございました。

☆利用者登録完了☆

入力内容を確認して、「入力内容を登録する」
を押してください。

■配信カテゴリ
　防災・広報

■メールアドレス
　*******:@*******

⬅修正する

☆利用者情報確認☆

入力内容を登録する

配信カテゴリを選択してください。
※は入力必須項目になります。
■配信カテゴリ※
 □防災・広報
 □消防

☆配信カテゴリ選択☆

次の画面に進む

●メール配信サービスの申込みを行います。
利用規約に同意の上、下記のメール配信に同
意するリンクをクリックしてください。

利用規約を確認する

☆利用者登録☆

メール配信に同意する

メール配信に同意しない
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夏休みの催し
25日㈮  17:00～  開幕パレード（阿南駅前スタート）
  18:30～  開幕セレモニー（牛岐城趾公園）
  阿波踊り大会（牛岐城趾公園ほか）
26日㈯  18:30～  阿波踊り大会（牛岐城趾公園ほか）
27日㈰  20:00～  花火大会（浜の浦公園）

日程　〈就学前年長児・小学 1 年生〉
７月22日㈫～25日㈮

〈小学２・３年生〉
７月29日㈫～８月１日㈮

〈小学４・５・６年生〉
８月18日㈪～21日㈭

時間　9:30～11:30　
場所　富岡公民館2階　ホール
参加費　無料　
定員　各教室40人程度
※応募者多数の場合は抽選
申込方法　往復はがきの往信面に、①学校
名②学年③児童名④性別⑤住所⑥引率者名
⑦電話番号、返信面に①住所②保護者の氏
名を記入のうえ、教育研究所に送付してく
ださい。
申込締切日　７月10日㈭（消印有効）
問 〒774-8501　富岡町トノ町12番地3
教育研究所（☎22－3395）へ

夏休み子ども英語教室

対象　市内在住の方で、泳ぐことのできな
い子または10m程度泳げる子とその親
日時　７月25日㈮　 9:30～11:30
　　　　　26日㈯　10:00～11:00
　　　　　27日㈰　10:00～11:00
　　　８月 8日㈮　10:00～11:30
　　　　　 9日㈯　10:00～11:30
　　　　　10日㈰　10:00～12:30
場所　スポーツ総合センター温水プール
参加費　無料　※毎回、大人500円、子ど
も300円の入泳料が必要。回数券あり。
定員　60組
申込期間　７月18日㈮まで
　　　　　平日9:00～17:00
問 スポーツ振興課（☎22－3394）へ

親と子の水泳教室
参加者募集

対象　小・中学生　
場所　阿南図書館３階　視聴覚室
※飲み物は各自で用意してください。
日程
《作成会》　７月20日㈰　9:30～12:00　
持参物　はさみ、のり、筆記用具
申込締切日　７月17日㈭
《名付け会》　８月22日㈮　9:30～15:30
持参物　採集標本、付せん、はさみ、
　　　　筆記用具
※先着順で名付けを行います。
※事前の申込みは不要です。
問 教育研究所（☎22－3395）へ

植物標本作成会
採集標本名付け会 開催日　７月19日㈯、20日㈰、21日㈷、

27日㈰、８月17日㈰、23日㈯、
24日㈰、30日㈯

時間　9:00～12:00
※状況により、午後の活動に変更すること

があります。
場所　Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫（大潟町）
利用料金　
カヌー・ヨット1艇　200円／時間
ローボート1艇　300円／時間
※市外の方は別料金です。
申込期限　利用希望日の１週間前まで、
10人以上のグループで利用する場合は２
週間前までにお申し込みください。
問 スポーツ振興課（☎22－3394）へ

カヌー、ヨット
を体験しよう！

問 商工観光労政課（☎22－3290）へ

阿南の夏まつり

７
月
25
日
㈮
▼
27
日
㈰

通行止め　18：30～22：30（踊り時）
7月25日㈮～27日㈰

通行止め　19：30～21：30（花火時）

市役所

富
岡
橋

桑野川

◆那賀川Ｂ＆Ｇ海洋センター（平島小学校
西側）※乳幼児用プールはありません。
期間　７月19日㈯～８月21日㈭　
　　　13:30～15:00
※月曜日と8月12日㈫～15日㈮は休館
料金　小・中学生200円
　　　高校生以上300円
※就学前の幼児は無料。ただし、付き添い

の方は料金が必要。
※団体等で利用される場合は、事前にお問

い合わせください。
◆スポーツ総合センター温水プールの
　一般開放時間の変更
７月25日㈮、８月８日㈮、９日㈯、10日
㈰は12:00～21:00に、 ７月26日 ㈯、27
日㈰は11:00～21:00に変更します。

問 スポーツ振興課（☎22－3394）へ

プールをご利用ください

日時　８月３日㈰　9:15～12:00
場所　ひまわり会館３階　グルメルーム
持参物　エプロン、三角巾、ハンカチ、
　　　　マスク
募集人員　市内小学生50人（先着順）
申込方法　はがきに名前（ふりがな）、性別、
学年、住所、電話番号を記入のうえ、お申し
込みください。
申込締切日　７月13日㈰（消印有効）
※当日は、保護者が送迎してください。
問 〒774-0044　上中町南島632番地
主任児童委員　立田佳代子

（☎090－9774－2912）へ

夏休み
クッキー
教室

期間　７月１日㈫～８月20日㈬

※交通規制にご協力ください。
７月15日㈫～８月14日㈭　10：00～16：30

問 商工観光労政課（☎22－3290）へ

海水浴場オープン

北の脇海水浴場・淡島海水浴場
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阿
南
医
師
会
中
央
病
院
と
　
　 

阿
南
共
栄
病
院
の
統
合

　

徳
島
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
、
阿

南
市
医
師
会
お
よ
び
本
市
の
三
者
は
、
昨
年

11
月
の
「
阿
南
中
央
医
療
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
設
立
に
向
け
て
の
覚
書
」
締
結
後
、
新

病
院
の
整
備
に
向
け
て
、
三
者
で
構
成
す
る

設
立
委
員
会
や
設
立
委
員
会
に
諮は

か

る
事
項
を

事
前
協
議
す
る
た
め
の
作
業
部
会
な
ど
で
必

要
事
項
の
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
協
議
内
容
に
つ
い
て
は
、
検

討
体
制
、
新
病
院
開
院
ま
で
の
想
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
決
定
し
た
ほ
か
、
本
年
４
月
に

は
新
病
院
の
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

基
本
構
想
で
は
、
本
構
想
の
経
緯
や
本
市

お
よ
び
地
域
医
療
の
現
状
を
は
じ
め
、
新
病

院
整
備
の
基
本
的
な
考
え
方
、
新
病
院
の
主

要
機
能
や
特
徴
、
施
設
整
備
計
画
お
よ
び
円

滑
な
組
織
統
合
と
新
病
院
開
院
に
向
け
て
の

取
り
組
む
べ
き
事
項
な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
新
病
院
の
基
本
計
画
の
策
定
に

向
け
て
、
効
率
的
・
効
果
的
か
つ
詳
細
な

協
議
を
す
る
た
め
に
設
置
し
た｢

事
業
部｣

、

「
診
療
部
」、「
施
設
整
備
部
」
お
よ
び
「
地

域
連
携
部
」
の
４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

い
て
、
統
合
に
向
け
た
具
体
的
な
整
理
と
方

向
性
の
決
定
、
各
部
門
の
診
療
機
能
と
規
模
、

さ
ら
に
は
施
設
内
容
な
ど
の
検
討
・
協
議
を

重
ね
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、本
市
で
は
、本
年
度
よ
り
新
病
院
の

開
院
に
向
け
て
、市
の
関
連
事
業
の
推
進
に
つ

い
て
の
部
課
間
の
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、

関
係
す
る
諸
問
題
を
審
議
す
る
た
め
の
「
阿

南
中
央
医
療
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）
関
連
事
業
に

係
る
庁
内
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
病
院
の
統
合
を
支
援
す
る
た
め

に
設
立
し
て
い
た
だ
い
た
市
内
の
各
種
団
体

お
よ
び
関
係
機
関
で
組
織
す
る
「
阿
南
市
地

域
医
療
確
立
対
策
協
議
会
」
に
お
い
て
は
、

新
病
院
に
対
し
て
の
国
・
県
の
財
政
支
援
を

確
保
す
る
た
め
に
、
本
年
１
月
に
県
知
事
へ

の
支
援
要
望
を
、
２
月
に
は
厚
生
労
働
省
お

よ
び
財
務
省
に
対
し
、
国
の
新
た
な
財
政
支

援
制
度
に
つ
い
て
の
要
望
活
動
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
本
市
は
、
両
病
院
の
円
滑
な

融
合
が
図
ら
れ
、
地
域
住
民
の
命
を
守
る
す

ば
ら
し
い
新
病
院
が
で
き
る
よ
う
支
援
・
協

力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
お
よ
び

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

　

本
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

に
伴
い
、
低
所
得
者
や
子
育
て
世
帯
の
家
計

へ
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
暫
定
的
・
臨

時
的
な
措
置
と
し
て
、
国
の
補
助
事
業
に
よ

り
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
お
よ
び
「
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

本
市
で
は
、
福
祉
課
お
よ
び
こ
ど
も
相
談
室

が
担
当
窓
口
と
な
り
、
現
在
、
支
給
に
向
け

て
諸
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
ず
、
臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳

登
録
者
で
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
お
ら
ず
、

な
お
か
つ
、
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の

扶
養
親
族
等
で
な
い
方
お
よ
び
生
活
保
護
受

給
者
で
な
い
方
が
支
給
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

　

支
給
額
は
、
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
万
円

で
、
支
給
対
象
者
は
約
１
万
７
千
人
を
見
込

ん
で
お
り
、
対
象
者
の
う
ち
、
老
齢
基
礎
年

金
、
障
害
基
礎
年
金
お
よ
び
遺
族
基
礎
年
金

な
ど
の
受
給
者
に
つ
い
て
は
５
千
円
が
加
算

さ
れ
、
加
算
対
象
者
は
約
９
５
０
０
人
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童

手
当
受
給
者
で
あ
っ
て
、
平
成
25
年
中
の

所
得
が
児
童
手
当
の
所
得
制
限
額
に
満
た

な
い
方
を
対
象
と
し
て
、
児
童
１
人
に
つ

き
１
万
円
を
支
給
す
る
も
の
で
、
支
給
対

象
者
は
約
９
２
０
０
人
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　

両
給
付
金
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

平
成
26
年
度
分
の
市
民
税
が
６
月
に
賦
課

が
完
了
す
る
こ
と
か
ら
、
６
月
下
旬
頃
に
、

支
給
対
象
者
や
支
給
対
象
者
と
思
わ
れ
る

方
に
対
し
て
給
付
金
の
案
内
や
申
請
書
を

送
付
し
、
７
月
１
日
か
ら
郵
送
お
よ
び
窓

口
に
て
申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　

申
請
受
付
期
間
は
、
そ
の
後
３
カ
月
間

を
予
定
し
て
お
り
、
申
請
書
受
付
後
に
適

正
な
審
査
を
行
っ
た
後
、
８
月
か
ら
順
次

支
給
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
広
報
あ
な
ん
５
月
号
、
６

月
号
に
お
い
て
、
両
給
付
金
に
関
す
る
記

事
の
掲
載
や
チ
ラ
シ
の
折
り
込
み
、
さ
ら
に
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

も
関
連
す
る
記
事
を
広
報
し
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
幅
広
く
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

６
月
定
例
市
議
会 

市
長
所
信

６
月
議
会
が
、
６
月
６
日
か
ら
23
日
ま
で
の
18
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
日
に
は
、
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
、
市
長
か
ら
所
信
が
表
明
さ
れ
ま
す
。

今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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津
波
防
災
マ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
て
、
家
庭

や
地
域
で
の
防
災
対
策
に
役
立
て
て
も
ら
う

た
め
、
新
し
い
津
波
防
災
マ
ッ
プ
「
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
・
津
波
に
そ
な
え
て
」
を
作

成
し
ま
し
た
。
本
年
３
月
末
に
市
内
全
戸
へ

の
配
布
を
完
了
し
、
現
在
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
お
い
て
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

当
津
波
防
災
マ
ッ
プ
は
、
徳
島
県
が
指
定

し
た
津
波
災
害
警
戒
区
域
（
通
称
イ
エ
ロ
ー

ゾ
ー
ン
）
と
基
準
水
位
を
基
に
、
市
内
で
津

波
被
害
が
予
想
さ
れ
る
地
域
を
水
位
に
よ
り

５
段
階
に
色
分
け
し
た
地
図
と
、
地
震
・
津

波
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
想
定
さ
れ
る
被
害
、

家
の
中
の
安
全
対
策
や
備
蓄
品
な
ど
、
地

震
・
津
波
対
策
に
有
効
な
情
報
を
掲
載
し
た

冊
子
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
防
災
計
画
で
位
置
付
け
ら

れ
た
「
市
指
定
津
波
避
難
場
所
」
の
60
カ

所
、
周
辺
の
基
準
水
位
よ
り
高
い
高
台
や
施

設
を
「
緊
急
避
難
場
所
」
と
し
て
２
１
０
カ

所
、
ま
た
、「
津
波
避
難
ビ
ル
」
と
し
て
92

カ
所
な
ど
、
計
３
６
２
カ
所
の
避
難
先
の
ほ

か
、
斜
面
崩
壊
の
危
険
が
あ
る
範
囲
や
各
地

点
の
標
高
値
、
津
波
に
よ
る
最
大
水
位
な
ど

も
表
示
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
３
月
に
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策

特
別
措
置
法
に
基
づ
く
南
海
ト
ラ
フ
地
震
津

波
避
難
対
策
特
別
強
化
地
域
に
本
市
も
指
定

さ
れ
、
新
た
な
計
画
作
り
や
、
地
震
・
津
波

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

津
波
避
難
計
画
や
津
波
防
災
マ
ッ
プ
を
基
に
、

推
進
計
画
お
よ
び
津
波
避
難
対
策
緊
急
事
業

計
画
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。　
　
　

　

各
ご
家
庭
に
お
い
て
は
、
当
マ
ッ
プ
を
活

用
し
な
が
ら
実
際
に
避
難
先
ま
で
歩
い
て
、

避
難
経
路
の
安
全
性
や
避
難
に
か
か
っ
た
時

間
を
確
か
め
た
後
、
避
難
先
の
候
補
地
や
家

族
の
緊
急
連
絡
先
を
書
き
込
み
、
わ
が
家
の

避
難
計
画
を
作
成
す
る
な
ど
し
て
、
近
い
将

来
必
ず
襲
っ
て
く
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
ご
み
処
理
施
設
　
　
　
　

「
エ
コ
パ
ー
ク
阿
南
」

　

地
元
の
皆
さ
ま
方
な
ら
び
に
関
係
各
位
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
４
月
１

日
か
ら
本
格
稼
働
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

当
施
設
は
、
最
新
鋭
の
設
備
を
備
え
、
処

理
能
力
は
１
日
あ
た
り
96
ト
ン
の
可
燃
ご
み

と
24
ト
ン
の
資
源
・
不
燃
・
粗
大
ご
み
を
処

理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
焼
却
熱
を
有
効
利
用
し
た

発
電
、
太
陽
光
発
電
、
風
力
発
電
を
備
え
て

お
り
、
さ
ら
に
、
環
境
保
全
対
策
と
し
て
高

度
な
排
ガ
ス
処
理
を
行
い
、
排
水
処
理
に
つ

い
て
も
雨
水
以
外
は
す
べ
て
施
設
内
で
再
利

用
し
て
い
ま
す
。

　

運
営
に
つ
い
て
は
、
公
設
民
営
の
Ｄ
Ｂ
Ｏ

方
式
と
し
て
、
特
別
目
的
会
社
「
阿
南
ハ
イ

ト
ラ
ス
ト
株
式
会
社
」
に
委
託
し
、
現
在
、

本
格
稼
働
後
２
カ
月
余
り
を
経
過
し
ま
し
た

が
、
全
工
程
に
お
い
て
順
調
に
運
営
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
環
境
に
つ
い
て
学
べ
る
情
報
・

学
習
コ
ー
ナ
ー
や
リ
サ
イ
ク
ル
体
験
室
、
野

外
の
多
目
的
広
場
な
ど
の
施
設
で
は
、
幅
広

い
世
代
の
皆
さ
ま
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
ほ
か
、
施
設
の
見
学
に
つ
い
て
も
会
議

室
で
の
大
型
モ
ニ
タ
ー
で
の
説
明
や
展
示

パ
ネ
ル
、
ガ
ラ
ス
越
し
の
見
学
コ
ー
ス
な
ど
、

充
実
し
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
す
で
に
４

月
か
ら
市
内
小
学
校
や
県
内
外
の
行
政
視
察

な
ど
多
く
の
見
学
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
か
ね
て
よ
り
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら

強
い
ご
要
望
の
あ
り
ま
し
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
」
の
複
数
回
収
集
に
つ
い
て

で
す
が
、
エ
コ
パ
ー
ク
阿
南
の
稼
働
に
よ
り
、

試
行
期
間
を
設
け
、
本
年
４
月
か
ら
は
毎
月

２
回
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
エ
コ
パ
ー
ク
阿
南
の
運
転
開
始
に
よ

り
、
さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
を

進
め
、
本
市
の
持
続
可
能
な
廃
棄
物
の
循
環

型
社
会
形
成
を
図
り
、
快
適
な
市
民
生
活
の

環
境
保
全
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進

　

就
労
年
齢
の
高
齢
化
に
伴
う
担
い
手
不
足

や
、
中
山
間
地
域
等
に
お
け
る
耕
作
放
棄
地

の
拡
大
な
ど
喫き

っ

緊き
ん

の
課
題
に
加
え
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

を
は
じ
め
と
す
る
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

よ
る
国
際
競
争
力
の
激
化
な
ど
、
国
内
農
業

を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、

農
業
の
構
造
改
革
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
は
、
本
年
３
月
、
農
業

を
足
腰
の
強
い
産
業
と
し
て
い
く
た
め
の
政

策
と
し
て
「
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
を
施
行
し
、
農
業
経
営

規
模
の
拡
大
や
農
用
地
の
集
団
化
、
新
た

に
農
業
経
営
を
営
も
う
と
す
る
人
の
参
入

の
促
進
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
す
る

「
農
地
中
間
管
理
事
業
」
を
創
設
し
、
こ

の
事
業
の
具
現
化
を
図
る
公
的
な
機
関
と

し
て
都
道
府
県
段
階
に
「
農
地
中
間
管
理

機
構
」
を
設
立
さ
せ
、
農
地
の
利
用
の
効

率
化
や
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
り
、
農

業
の
競
争
力
を
強
化
す
る
も
の
と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
市
で
は
、
徳
島
県
が

「
農
地
中
間
管
理
機
構
」
と
し
て
指
定
す

る
公
益
財
団
法
人
徳
島
県
農
業
開
発
公
社

か
ら
、「
農
地
の
出
し
手
の
掘
り
起
こ
し
」

や
「
借
り
受
け
予
定
農
用
地
な
ど
の
位

置
・
権
利
関
係
の
確
認
」
あ
る
い
は
地
域

農
業
の
実
態
に
即
し
た
「
農
地
利
用
配
分

計
画
の
原
案
の
作
成
」
な
ど
、
農
地
中
間

管
理
事
業
に
関
す
る
業
務
の
一
部
の
委
託

を
受
け
、
強
い
農
業
づ
く
り
の
実
現
に
向

け
、
農
業
委
員
会
を
は
じ
め
Ｊ
Ａ
等
の
関

係
諸
団
体
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
当
該

事
業
を
推
進
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て
要
旨
部
分
の

み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文
を
ご
覧
に
な
り

た
い
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
後
日
作
成
さ
れ
ま
す
市
議
会
会
議

録
は
市
立
図
書
館
等
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
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平
成
26
年
春
の
叙
勲
受
章
者
が

発
表
さ
れ
、
本
市
で
は
次
の
方
々

が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か

の
表
彰
等
と
併
せ
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

（
掲
載
の
了
解
が
得
ら
れ
た
方
を
発
表
順

に
紹
介
。
年
齢
は
発
表
時
の
も
の
）

春
の
叙
勲

旭
日
単
光
章小谷隆次朗さん

内原町（78歳）

　

小
谷
さ
ん
は
、
農
業
に
従
事
さ

れ
る
傍
ら
、
平
成
４
年
に
桑
野
土

地
改
良
区
理
事
、
平
成
８
年
か
ら

同
理
事
長
と
し
て
、
土
地
改
良
区

の
運
営
や
施
設
の
維
持
管
理
に
手

腕
を
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
か
ら
は
徳
島

県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
代

表
監
事
と
し
て
、
健
全
で
円
滑
な

運
営
に
寄
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、

地
域
農
業
の
振
興
や
県
内
の
土
地

改
良
事
業
全
体
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

旭
日
単
光
章島田 節男さん

那賀川町（78歳）

　

島
田
さ
ん
は
、
昭
和
26
年
３

月
か
ら
63
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

バ
ッ
チ
網
漁
業
、
の
り
養
殖
漁
業

に
従
事
さ
れ
、
平
成
10
年
か
ら
は

今
津
漁
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組

合
長
と
し
て
、
漁
協
系
統
運
動
に

精
励
し
、
経
営
基
盤
の
確
立
と
社

会
的
地
位
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
徳
島
県
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
、
徳
島
県
信
用
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
の
副
会
長
と
し
て
、

本
県
水
産
業
の
振
興
、
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章福住 敏一さん

那賀川町（65歳）

　

福
住
さ
ん
は
、
昭
和
48
年
１
月

に
那
賀
川
町
消
防
団
に
入
団
さ
れ

て
以
来
、
献
身
的
に
消
防
団
活
動

に
取
り
組
ま
れ
、
合
併
後
の
平
成

21
年
か
ら
は
阿
南
市
消
防
団
副
団

長
に
就
任
し
、
平
成
23
年
の
退
団

に
至
る
ま
で
そ
の
重
責
を
ま
っ
と

う
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
38
年
の
長
き
に
わ
た
る
消
防

団
活
動
を
通
じ
て
、
安
全
で
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

高
齢
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章西堀　幸さん

津乃峰町（88歳）

　

西
堀
さ
ん
は
、
昭
和
23
年
４
月

か
ら
徳
島
県
公
立
小
中
学
校
教
諭
、

教
頭
、
校
長
と
し
て
、
昭
和
62
年

に
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
39
年
の
長

き
に
わ
た
り
学
校
教
育
の
充
実
と

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
退
職
後
も
教
育
へ
の
情

熱
を
失
わ
ず
、
阿
南
市
教
育
委
員

会
社
会
教
育
指
導
員
と
し
て
同
和

教
育
の
普
及
推
進
に
あ
た
ら
れ
た

ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も

積
極
的
に
取
り
組
み
、
地
域
社
会

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

国
土
交
通
大
臣
表
彰

　

花
と
緑
の
愛
護
に
顕
著
な
功
績

の
あ
っ
た
民
間
団
体
を
た
た
え
る

第
25
回
「
み
ど
り
の
愛
護
」
功
労

者
国
土
交
通
大
臣
表
彰
式
が
、
５

月
24
日
に
鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
で
行
わ
れ
、
本
市
で
は
次

の
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

岩
脇
公
園
を
美
し
く
志
隊

（
羽
ノ
浦
町
）

　

平
成
20
年
か
ら
、
岩
脇
公
園
一

帯
の
美
化
・
緑
化
を
推
進
し
、
地

域
の
遺
産
と
し
て
後
世
へ
引
き
継

ぐ
た
め
活
動
し
て
い
ま
す
。
香
風

台
に
は
遊
歩
道
を
新
設
す
る
な
ど
、

景
観
保
全
や
地
域
活
性
化
に
も
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。

阿
南
西
部
公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

（
大
野
地
区
）

　

平
成
14
年
か
ら
、
阿
南
西
部
公

園
や
周
辺
の
美
化
と
環
境
管
理
に

取
り
組
み
、
来
園
者
に
憩
い
の
場

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
阿

南
西
部
公
園
七
夕
夏
ま
つ
り
」
の

運
営
に
携
わ
る
な
ど
、
地
域
活
性

化
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

長年の功績　栄えある受章
おめでとうございます
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横
見
町
を
き
れ
い
に
す
る
会

（
横
見
町
）

　

昭
和
50
年
か
ら
、
桑
野
川
の
清

掃
や
美
化
に
取
り
組
み
、
ご
み
を

捨
て
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
河
川

敷
で
「
桑
野
川
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

タ
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
地
域
活

性
化
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

多
年
に
わ
た
り
職
務
に
精
励
し
、

功
績
が
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
次
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

根
岸
十
一
さ
ん
（
椿
泊
町
）

岡
本
新
三
郎
さ
ん
（
伊
島
町
）

山
口
惠
子
さ
ん
（
那
賀
川
町
）

谷
川
和
子
さ
ん
（
羽
ノ
浦
町
）

冨
田
久
義
さ
ん
（
羽
ノ
浦
町
）

渡
辺
純
子
さ
ん
（
見
能
林
町
）

徳
島
県
表
彰

■
個
人
表
彰

池
添 

哲
哉
さ
ん
（
見
能
林
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
阿
南
市
遺
族
連

合
会
会
長
等
と
し
て
、
戦
没
者
遺

族
の
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

久
米 

順
二
さ
ん
（
椿
泊
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
椿
泊
漁
業
協
同

組
合
代
表
理
事
組
合
長
等
と
し
て
、

水
産
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

島
優
徳
さ
ん
（
福
村
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
阿
南
地
域
交
通

安
全
活
動
推
進
委
員
協
議
会
会
長

と
し
て
、
交
通
安
全
思
想
の
高
揚

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

嶋
尾
秀
昭
さ
ん
（
中
大
野
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
阿
南
市
議
会
議

員
と
し
て
、
地
方
自
治
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

■
審
議
会
等
功
労
表
彰

近
藤
光
男
さ
ん
（
宝
田
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
徳
島
県
総
合
計

画
審
議
会
会
長
等
と
し
て
、
地
方

自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

県

藍

青

賞

　

ス
ポ
ー
ツ
や
学
術
、
文
化
活
動

な
ど
で
優
れ
た
成
績
を
挙
げ
た
児

童
や
生
徒
、
団
体
を
た
た
え
る
県

藍
青
賞
の
表
彰
式
が
、
２
月
22
日

に
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、本
市
で
は
次
の
方
（
団
体
）

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等

【
グ
ル
ー
プ
・
団
体
】

中
野
裕
磨
さ
ん
（
ろ
う
学
校
小

学
部
児
童
会
５
年
）

■
運
動
競
技

【
グ
ル
ー
プ
・
団
体
】

前
川
彩
香
さ
ん
（
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
・
富
岡
東
高
２
年
）

【
個
人
】

生
田
琉
海
さ
ん
（
駅
伝
・
橘
小

６
年
）

阿
南
市
教
育
功
労
者
表
彰

　

第
48
回
阿
南
市
教
育
功
労
者
表

彰
式
が
５
月
28
日
、
ひ
ま
わ
り
会

館
で
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。 

 

（
敬
称
略
）

■
学
校
教
育

　

濱
口
和
子
・
坪
井
次
郎
・
湯
浅

英
朗
・
萩
野
勝
則
・
近
藤
博
之
・

上
野
益
代
・
大
角
清
次
・
生
島　

博
・
谷　

篤
子
・
橋
本
久
代
・
佐

藤
照
美
・
中
田　

茂
・
庄
野
富
代

・
鈴
鹿
真
理
子
・
荒
井
正
敏
・
森

澤
久
美
・
羽
田
な
ほ
こ
・
仁
木
芳

子
・
遠
藤
美
喜
子
・
近
藤
洋
子
・

佐
野
昌
代
・
神
例
扶
美
代
・
鎌
田

美
穂
・
築
地
誠
子
・
北
本
恵
里
奈

・
延
口
美
咲
・
小
島
健
太
郎
・
阿

南
中
学
校
女
子
テ
ニ
ス
部
・
羽
ノ

浦
中
学
校
女
子
新
体
操
部

■
寄
附

　

桑
野
川
左
岸
高
潮
堤
防
工
事
連

絡
協
議
会
世
話
役　

原
田　

徹
・

満
石
正
規
・
清
水
光
代
・
増
田
則

代
・
海
山
家
隆 

阿
南
市
体
育
功
労
者
・
優
秀
者
表
彰

　

第
48
回
阿
南
市
体
育
功
労
者
・

優
秀
者
表
彰
式
が
５
月
28
日
、
ひ

ま
わ
り
会
館
で
行
わ
れ
、
次
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

体
育
功
労
者

　

谷　

公
義
・
原
田
高
志
・
阿
利

英
樹
・
河
野
保
徳
・
尾
崎
光
洋
・

沖
野
睦
夫
・
桝
山
紹
生
・
西
田
真

智
子
・
陶
久
加
奈
美
・
大
東
義

弘
・
原　

清
博
・
近
藤
泰
司
・
長

田
泰
代
・
森　

泰
英

体
育
優
秀
者
・
団
体

　

Ｓ
ｉ
ｌ
ｖ
ｅ
ｒ　
ｍ
ａ
ｍ
ａ
・

阿
南
中
学
校
女
子
テ
ニ
ス
部
・
那

賀
川
中
学
校
女
子
剣
道
部
・
羽
ノ

浦
中
学
校
女
子
新
体
操
部
・
阿
南

工
業
高
等
専
門
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
・
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校

女
子
弓
道
部
・
木
下
明
彦
・
武
知

和
一
・
延
口
美
咲
・
峯　

満
・
前

川
壽
美
・
堺　

ヒ
ト
ミ
・
原　

秀

樹
・
北
本
恵
里
奈
・
戸
井
健
治
・

阿
部
貴
司
・
林 

理
紗
・
藤
本
結

衣
・
山
本　

響
・
松
本
美
紗
樹
・

甘
利
あ
か
ね
・
前
川
彩
香
・
安
村

泰
輝
・
小
原
宙
久
・
亀
田
翔
矢
・

鈴
江
篤
志
・
大
岡
勇
貴
・
篠
原
慎

吾
・
橋
本　

成

体
育
奨
励
賞

　

那
賀
川
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
ク
ラ
ブ
・
阿
南
Ｊ
Ａ
Ｃ
・
阿
南

中
学
校
女
子
陸
上
部
・
阿
南
中
学

校
女
子
駅
伝
部
・
阿
南
第
一
中
学

校
男
子
剣
道
部
・
阿
南
第
一
中
学

校
相
撲
部
・
阿
南
第
一
中
学
校
野

球
部
・
羽
ノ
浦
中
学
校
男
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
・
武
知
虎
南
・

山
本
尚
永
・
藤
本
世
音
・
本
田　

淳
・
林　

怜
花
・
西
谷
優
花
・
湯

浅
詩
音
・
立
石
迅
一
郎
・
小
島
健

太
郎
・
折
下
優
姫
・
奥
谷
萌
加
・

折
下
真
琴
・
安
田
七
彩
・
伊
丹
優

花
・
佐
藤
日
向
・
佐
藤
日
和
・
四

宮
悠
一
郎
・
勝
瀬　

航
・
前
川
瞬

希
・
南
原
柊
琉
・
小
川
永
莉
・
篠

原
瑠
那
・
岡
久
志
都
・
瀧
根
風

香
・
戸
川
ひ
ろ
の
・
岩
田
真
弥
・

下
平
怜
奈
・
宮
内
理
帆
・
生
田
琉

海
・
小
林
璃
々
・
坪
井
綾
音
・
西

川
麻
衣
・
吉
田
美
優
・
角
南
茉

耶
・
松
原
陵
太
・
山
口
朝
陽
・
亀

井
早
苗
・
竹
内
翔
雅
・
守
野
美

祐
・
岡　

優
希
・
福
田
英
貴
・
前

川
和
輝
・
山
本
裕
太
・
片
山
明

莉
・
西
條
恭
介
・
廣
瀬
悠
気
・
新

居
卓
也
・
長
谷
川
瑞
実
・
藤
田
も

も
夏
・
大
前
龍
二
・
松
坂
玲
奈
・

島
野
朱
理
・
萩
原
奨
太
・
岩
原
明

音
・
川
口
優
香 
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検診項目 実施時期 実施場所 検診結果

肝炎ウイルス
（Ｂ型Ｃ型）

７月～９月

市内医療機関
（阿南共栄病院は未実施です。）

医療機関の医師に
結果を聞きに出向
いてください。前立腺がん

胃がん

阿南医師会中央病院、天羽クリニック、生野外科胃腸科、岩城クリニック、
王子製紙㈱富岡診療所、健生阿南診療所、島内科眼科医院、玉真病院、富永医院、
原田病院、板東医院、廣瀬医院、益崎胃腸科内科医院、松﨑内科医院、三谷内科、
宮本病院、村上内科外科医院、和田胃腸科内科医院
森本内科胃腸科　※要予約（☎23−1002）
阿南医師会中央病院は金曜日の午前に実施。※要予約（☎23−6303）

個人通知します。乳がん
（2年に１回）

７月～９月
天羽クリニック、木下産婦人科内科医院、是松医院、三谷内科、村上内科外科医院、
森本内科胃腸科

７月～
平成27年３月

阿南共栄病院、阿南医師会中央病院
阿南共栄病院は月曜日～金曜日の午前に実施。※要予約（☎44−3131）
阿南医師会中央病院は不定期に実施。※要予約（☎23−6303）

子宮頸がん
（2年に１回）

７月～
平成27年３月

阿南共栄病院、阿南医師会中央病院、木下産婦人科内科医院、森本内科胃腸科
阿南共栄病院は月曜日、水曜日の午後に実施。※要予約（☎44−3131）
阿南医師会中央病院は不定期に実施。※要予約（☎23−6303）

大腸がん
10月１日～
12月15日

市内医療機関
医療機関の医師に
結果を聞きに出向
いてください。

市外の指定医療機関でも受診できます。
希望される方は、問診票が必要ですので保健センターへお問い合わせください。

市外の指定医療機関でも受診できます。
希望される方は、問診票が必要ですので保健センターへお問い合わせください。

検診内容と自己負担金

※医療機関で行う検診です。（診療時間内）

検診項目 検診の内容 対　　象
自己負担金

個別検診 集団検診

肝炎ウイルス
（Ｂ型Ｃ型）

血液検査

40歳以上で今まで
受けていない方 1,000円 600円

前立腺がん 55歳以上の男性
1,000円

高齢受給者、後期高齢者
医療制度加入者は500円

胃がん

胃部エックス線検査
（前日の午後10時以降
は飲んだり食べたりし
ないでください。）

40歳以上の方 2,900円 900円

乳がん
（2年に１回）

視触診とマンモグラフ
ィー併用検診 40歳以上の女性 1,500円 マンモグラフィー検診のみ

1,000円

子宮頸がん
（2年に１回）

視診・内診・子宮頸部
の細胞診 20歳以上の女性 1,300円 600円

大腸がん 便潜血反応

40歳以上の方

1,100円 500円

肺がん
胸部エックス線検査・
たんの細胞診検査

（必要な方）

エックス線200
円、喀痰検査該
当者500円

歯周疾患
歯と歯ぐきの隙間の深
さを測る検査 無料　

骨粗しょう症 エックス線検査（腕部） 20歳以上の女性 800円

※高齢受給者、後期高齢者医療制度加入者、阿南市国民健康保険加入者の方は被保険者証等をお持ちくだ
さい。胃がん・肺がん・大腸がん・子宮頸がん・乳がん・骨粗しょう症検診が無料になります。また、
市民税非課税世帯、生活保護世帯の方も無料となりますので、検診の受付でお申し出ください。

がん検診に持っていくもの
① がん検診の受診券
　 （6 月末に対象の方に郵送しているはがき）

② 健康保険等被保険者証
③ 自己負担金
④ 健康手帳
　 （持っている方）

▲がん検診の受診券です

※検診結果については、阿南市の保健事業に有効利用する以外は使用しません。

問い合わせは　保健センター（☎22－1590）へ

「がん検診無料クーポン券」の対象となる方
子宮頸がん検診　平成25年４月２日～平成26年４月１日の間に20歳に達した女性
 平成21年度～平成24年度の無料クーポン券該当者のうち、40歳までの未受診の女性
乳がん検診　　　平成25年４月２日～平成26年４月１日の間に40歳に達した女性
 平成21年度～平成24年度の無料クーポン券該当者のうち、60歳までの未受診の女性
大腸がん検診　　平成25年４月２日～平成26年４月１日の間に40・45・50・55・60歳に達した男

性と女性

がん検診推進事業のお知らせ

「がん検診無料クーポン券」を配布します。※６月末ごろ発送

早
期
発
見

が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

広報あ な ん 2014.07　18



▲

ひまわり会館等
受付　９:00～10:00

胃
が
ん

肺
が
ん

肝
炎
ウ
イ
ル
ス

前
立
腺
が
ん

大
腸
が
ん

歯
周
疾
患

特
定
健
診

７月25日㈮ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○
８月26日㈫ 椿泊漁協 ○ ○ ○ ○ ○ ○
９月 2日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○

19日㈮ 那賀川社会福祉会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○
30日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10月 7日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
13日㈷・㈪ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○

28日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月 2日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H27２月 3日㈫ ひまわり会館 ○ ○
※各種がん検診は、各検診日の2週間前までに要予約（総合健診センター ☎088−678−7128)
※検診日１週間前までに各種問診票、採便容器が自宅に届きます。
※大腸がん検診は電話で予約した方のみです。なお、上記の検診日以外は採便容器の提出はできません。

集団検診 ※各施設でバスなどで行う検診で、
　検診結果は約1カ月後に郵送されます。

胃がん・肺がん等の検診

午　前 午　後▲

ひまわり会館等
受付　9:00～10:00  13:00～14:30

乳
が
ん 

（30人） 

骨
粗
し
ょ
う
症

乳
が
ん 

（40人） 

骨
粗
し
ょ
う
症

子
宮
頸
が
ん

７月26日㈯ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○
9月20日㈯ 那賀川社会福祉会館 ○ ○ ○ ○ ○

27日㈯ ひまわり会館　 ○ ○ ○ ○
10月15日㈬ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○
11月19日㈬ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○

22日㈯ 那賀川社会福祉会館 ○ ○ ○ ○ ○
30日㈰ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○

H27１月27日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○
2月24日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○

※乳がん検診のみ要予約（保健センター ☎22−1590）へ

婦人がん検診

※各医療保険者が行う特定健診・後期高齢者
医療制度の健診も同時実施（特定健診・後期
高齢者医療制度の健診を希望の方はそれぞれ
の受診券と被保険者証等をお持ちください。）

検診項目 実施時期 実施場所 検診結果

肝炎ウイルス
（Ｂ型Ｃ型）

７月～９月

市内医療機関
（阿南共栄病院は未実施です。）

医療機関の医師に
結果を聞きに出向
いてください。前立腺がん

胃がん

阿南医師会中央病院、天羽クリニック、生野外科胃腸科、岩城クリニック、
王子製紙㈱富岡診療所、健生阿南診療所、島内科眼科医院、玉真病院、富永医院、
原田病院、板東医院、廣瀬医院、益崎胃腸科内科医院、松﨑内科医院、三谷内科、
宮本病院、村上内科外科医院、和田胃腸科内科医院
森本内科胃腸科　※要予約（☎23−1002）
阿南医師会中央病院は金曜日の午前に実施。※要予約（☎23−6303）

個人通知します。乳がん
（2年に１回）

７月～９月
天羽クリニック、木下産婦人科内科医院、是松医院、三谷内科、村上内科外科医院、
森本内科胃腸科

７月～
平成27年３月

阿南共栄病院、阿南医師会中央病院
阿南共栄病院は月曜日～金曜日の午前に実施。※要予約（☎44−3131）
阿南医師会中央病院は不定期に実施。※要予約（☎23−6303）

子宮頸がん
（2年に１回）

７月～
平成27年３月

阿南共栄病院、阿南医師会中央病院、木下産婦人科内科医院、森本内科胃腸科
阿南共栄病院は月曜日、水曜日の午後に実施。※要予約（☎44−3131）
阿南医師会中央病院は不定期に実施。※要予約（☎23−6303）

大腸がん
10月１日～
12月15日

市内医療機関
医療機関の医師に
結果を聞きに出向
いてください。

市外の指定医療機関でも受診できます。
希望される方は、問診票が必要ですので保健センターへお問い合わせください。

市外の指定医療機関でも受診できます。
希望される方は、問診票が必要ですので保健センターへお問い合わせください。

個別検診

検診内容と自己負担金

※医療機関で行う検診です。（診療時間内）

検診項目 検診の内容 対　　象
自己負担金

個別検診 集団検診

肝炎ウイルス
（Ｂ型Ｃ型）

血液検査

40歳以上で今まで
受けていない方 1,000円 600円

前立腺がん 55歳以上の男性
1,000円

高齢受給者、後期高齢者
医療制度加入者は500円

胃がん

胃部エックス線検査
（前日の午後10時以降
は飲んだり食べたりし
ないでください。）

40歳以上の方 2,900円 900円

乳がん
（2年に１回）

視触診とマンモグラフ
ィー併用検診 40歳以上の女性 1,500円 マンモグラフィー検診のみ

1,000円

子宮頸がん
（2年に１回）

視診・内診・子宮頸部
の細胞診 20歳以上の女性 1,300円 600円

大腸がん 便潜血反応

40歳以上の方

1,100円 500円

肺がん
胸部エックス線検査・
たんの細胞診検査

（必要な方）

エックス線200
円、喀痰検査該
当者500円

歯周疾患
歯と歯ぐきの隙間の深
さを測る検査 無料　

骨粗しょう症 エックス線検査（腕部） 20歳以上の女性 800円

※高齢受給者、後期高齢者医療制度加入者、阿南市国民健康保険加入者の方は被保険者証等をお持ちくだ
さい。胃がん・肺がん・大腸がん・子宮頸がん・乳がん・骨粗しょう症検診が無料になります。また、
市民税非課税世帯、生活保護世帯の方も無料となりますので、検診の受付でお申し出ください。

▲

ＪＡ各支店等
受付　８:30～９:30

胃
が
ん

肺
が
ん

肝
炎
ウ
イ
ル
ス

前
立
腺
が
ん

歯
周
疾
患

特
定
健
診

７月 7日㈪ ＪＡあなん北部支店 ○ ○ ○ ○ ○
８月 1日㈮ 那賀川公民館 ○ ○ ○ ○ ○

8日㈮ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○
29日㈮ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○

10月 3日㈮ 加茂谷総合センター ○ ○ ○ ○ ○
20日㈪ アグリあなん ○ ○ ○ ○ ○
24日㈮ ＪＡあなん南部支店 ○ ○ ○ ○ ○

11月 7日㈮ ＪＡあなん阿南支店 ○ ○ ○ ○ ○
17日㈪ ＪＡあなん新野支店 ○ ○ ○ ○ ○
21日㈮ 加茂谷総合センター ○ ○ ○ ○ ○

12月12日㈮ 那賀川社会福祉会館 ○ ○ ○ ○ ○
15日㈪ ＪＡあなん大野事業所 ○ ○ ○ ○ ○
19日㈮ ＪＡあなん椿事業所 ○ ○ ○ ○ ○

※ＪＡ各支店での検診は、混雑する可能性があります。当日受診者多数の場合は、がん検診につ
きましては、お断りすることがありますのでご了承ください。
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一般社団法人
阿南市医師会会長

岸　	彰

徳島県厚生農業協同組合連合会
経営管理委員会会長

荒井	義之
インタビュー

Special　Interview

徳
島
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会（
厚

生
連
）と
阿
南
市
医
師
会
が
、
阿
南
共
栄

病
院
と
阿
南
医
師
会
中
央
病
院
を
統
合
し
、

新
た
な
医
療
施
設
「
阿
南
中
央
医
療
セ
ン

タ
ー（
仮
称
）」
の
設
立
に
向
け
た
協
議
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
か
じ
取
り
を
担
う

２
人
に
、
地
域
医
療
の
現
状
と
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Akira　
Kishi

Yoshiyuki　
Arai

医
師
会
会
長　
　
　
　
厚
生
連
会
長 

ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

シ
リ
ー
ズ  

地
域
医
療
の
明
日
を
考
え
る

〈1〉　

― 

両
病
院
統
合
に
踏
み
出
し
た
大
き
な
一
歩 

―



地
域
医
療
の
現
状
を
見
つ
め
る

阿
南
市
を
含
め
た
地
域
医
療
体
制
の
現
状

に
つ
い
て
ー

岸　
医
師
研
修
制
度
が
導
入
さ
れ
た
十
数

年
前
か
ら
地
方
の
中
核
病
院
は
勤
務
医
不

足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
若
手
医
師
は

研
修
期
間
が
終
了
す
る
４
年
後
に
は
、
地

元
に
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
も
の
と

思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
専
門

医
を
め
ざ
し
都
市
部
に
と
ど
ま
る
こ
と
が

多
く
、
地
方
の
医
師
不
足
は
改
善
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

阿
南
医
師
会
中
央
病
院
で
も
５
年
前
に

は
勤
務
医
不
足
が
深
刻
に
な
り
、
救
急
当

番
日
を
一
部
休
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。
わ
れ
わ
れ
も
医
師
確
保
を
最
重
要

課
題
と
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
救
急

当
番
日
を
再
開
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。

荒
井　
厚
生
連
は
、
公
的
病
院
と
し
て
阿

南
共
栄
病
院
・
麻
植
協
同
病
院
・
阿
波
病

院
の
３
病
院
と
徳
島
県
農
村
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
を
経
営
し
て
お
り
、
救
急
医
療
、

小
児
・
周
産
期
医
療
、
健
康
管
理
活
動
な

ど
地
域
に
必
要
な
医
療
分
野
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
麻
植
協
同
病
院
は
移
転
新
築
工

事
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
同
病
院
は
、
災

害
拠
点
病
院
、
地
域
医
療
支
援
病
院
の
機

能
を
も
ち
、
ま
た
、
分
娩
を
再
開
す
る
予

定
で
す
。

　

現
在
は
、
阿
波
病
院
と
の
機
能
分
担
を
含

め
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
、
医
師
不
足
な
ど
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
中
で

阿
南
共
栄
病
院
は
二
次
救
急
、
周
産
期
医
療

を
維
持
し
、
地
域
に
愛
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
病

院
と
し
て
、「
安
心
・
安
全
の
医
療
提
供
」

と
い
う
使
命
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。充

実
し
た
地
域
医
療
体
制
の

構
築
を
め
ざ
し
て

地
域
医
療
体
制
を
充
実
す
る
た
め
に
必
要
な

こ
と
と
は
ー

岸　
阿
南
医
師
会
中
央
病
院
は
困
難
な
状
況

を
乗
り
越
え
、
昭
和
38
年
に
全
国
11
番
目
の

医
師
会
病
院
と
し
て
創
立
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
多
く
の
方
々
が
献
身
的
に
地
域
医
療
に

努
め
、
地
域
医
療
支
援
病
院
や
災
害
拠
点
病

院
に
も
認
定
さ
れ
、
２
年
前
に
は
全
館
耐
震

基
準
を
満
た
す
建
て
替
え
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
若
手
医
師
を
確
保
す
る
た
め
に

は
専
門
医
養
成
施
設
が
必
須
条
件
で
あ
り
、

今
後
の
人
口
減
を
考
え
れ
ば
、
阿
南
市
で
２

つ
の
中
核
病
院
を
継
続
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
り
、
病
院
統
合
を
決
断
し
ま
し
た
。

荒
井　
医
師
不
足
、
医
師
の
高
齢
化
と
い
う

状
況
の
中
、
地
域
医
療
が
崩
壊
す
る
前
に
効

率
的
な
医
療
体
制
の
再
構
築
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
方
策
と
し
て
は
、
医
療
資
源
の
集

約
化
に
よ
る
医
療
体
制
強
化
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
両
病
院
の
統
合
に
よ

り
、
阿
南
医
師
会
中
央
病
院
に
隣
接
し
て

新
病
棟
を
建
設
す
る
こ
と
は
、
最
良
の
施

設
の
有
効
利
用
と
考
え
ま
す
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
両
病
院
の
強
み
を
生
か
し
た

「
阿
南
中
央
医
療
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
と

し
て
地
域
完
結
型
の
医
療
を
展
開
す
る
こ

と
が
、
効
率
的
で
質
の
高
い
医
療
提
供
が

で
き
、
魅
力
の
あ
る
病
院
と
し
て
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
維
持
定
着
に
も
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
だ
け
で
な
く
、
行
政
、

民
間
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
英
知
を
結
集
し

て
地
域
全
体
で
医
療
を
支
え
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

踏
み
出
し
た
大
き
な
一
歩

新
病
院
に
寄
せ
る
思
い
は
ー

岸　
阿
南
共
栄
病
院
と
阿
南
医
師
会
中
央

病
院
は
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
、
共
に
県

南
の
中
核
医
療
を
担
っ
て
き
た
自
負
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
新
病
院
は
両
病
院
の
良
き
伝
統
は

継
承
し
、
過
去
に
と
ら
わ
れ
な
い
未
来
指

向
の
医
療
機
関
を
め
ざ
す
べ
き
で
す
。
ま

た
、
質
の
高
い
医
療
を
継
続
す
る
た
め
に

は
健
全
な
経
営
が
求
め
ら
れ
、
徳
島
赤
十

字
病
院
と
は
競
合
で
は
な
く
、
補
完
関
係

を
築
く
べ
き
で
す
。
徳
島
大
学
の
支
援
を

受
け
、
呼
吸
器
医
療
を
新
病
院
の
診
療
の

一
つ
に
据
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
年
医
師
会
の
希
望
で
あ
っ
た

災
害
時
医
療
や
一
次
救
急
施
設
を
医
師
会

が
、
病
院
の
前
に
保
有
し
て
い
る
土
地
に

建
設
す
る
こ
と
を
阿
南
市
と
協
議
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
を
病
院
に
隣
接
し

て
建
て
る
こ
と
は
、
市
民
に
大
き
な
安
心

感
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
、
ぜ
ひ
実
現

し
た
い
と
希
望
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
策
に
つ
い
て
は
協
議
途
上
で
す
が
、

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

荒
井　
こ
の
た
び
、
阿
南
医
師
会
中
央
病

院
の
資
産
と
経
営
権
を
含
め
、
無
償
譲
渡

の
ご
英
断
を
頂
い
た
阿
南
市
医
師
会
に
心

よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

県
南
医
療
の
歴
史
的
第
一
歩
と
し
て
両

病
院
が
統
合
し
て
、
阿
南
市
医
師
会
が

培
っ
た
地
域
医
療
を
継
承
し
、
阿
南
共
栄

病
院
の
特
徴
を
生
か
し
、
信
頼
さ
れ
る
病

院
を
地
域
と
共
に
構
築
し
、
責
任
を
も
っ

て
地
域
医
療
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民
病
院
的
な

役
割
と
し
て
災
害
に
強
く
、
３
６
５
日
、

24
時
間
体
制
の
二
次
救
急
体
制
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
徳
島
赤
十
字
病
院
や
地
域
の
医

療
機
関
と
の
連
携
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強

化
し
て
、
地
域
完
結
型
の
医
療
を
実
現
す

る
と
共
に
、
患
者
さ
ん
を
は
じ
め
、
医
師

や
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る
病
院

を
め
ざ
し
ま
す
。
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な
ぜ
、
統
合
に
至
っ
た
の
か

　

阿
南
共
栄
病
院
と
阿
南
医
師
会
中
央
病
院

は
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
、
救
急
医
療

か
ら
市
民
の
健
康
管
理
に
至
る
ま
で
の
広
い

範
囲
に
お
い
て
、
本
市
は
も
と
よ
り
県
南
地

域
の
医
療
提
供
体
制
に
お
け
る
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
に
お
け
る
地
方
の

医
療
の
現
状
は
、
病
院
の
閉
鎖
や
診
療
体
制

の
縮
小
・
救
急
患
者
の
受
入
不
能
な
ど
、
医

師
不
足
を
原
因
と
し
た
地
域
医
療
の
崩
壊
が

全
国
的
に
大
き
な
問
題
と
な
り
、
地
域
で
必

要
な
医
療
が
受
け
ら
れ
な
い
事
態
に
直
面
し

て
い
ま
す
。

　

本
市
も
例
外
で
は
な
く
、
阿
南
医
師
会
中

央
病
院
で
は
、
医
師
数
の
減
少
に
よ
り
平
成

21
年
４
月
か
ら
夜
間
に
お
け
る
救
急
医
療
体

制
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
現
在
で
は
、

市
内
の
救
急
搬
送
数
の
約
４
割
が
、
徳
島
赤

十
字
病
院
な
ど
の
市
外
の
病
院
に
搬
送
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
21
年
３
月
か
ら
市

内
で
分
娩
を
扱
う
医
療
機
関
が
、
阿
南
共
栄

病
院
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
臨
床
研
修
医
制
度

の
変
更
で
、
医
師
が
自
由
に
研
修
先
の
病
院

を
選
べ
る
よ
う
に
な
り
、
都
市
部
に
医
師
が

集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
医
師
数
調
査
の
直
近

値
で
は
、
人
口
10
万
人
当
た
り
の
勤
務
医
師

数
は
、
全
国
平
均
が
２
２
５
・
６
人
で
す
が
、

本
市
は
１
７
６
・
２
人
と
な
っ
て
お
り
、
全

国
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
阿
南
共
栄
病
院
で
は
、
建
設

か
ら
数
十
年
が
経
ち
、
施
設
の
耐
震
化
、

建
替
え
の
時
期
が
迫
っ
て
お
り
、
今
後
の

方
向
性
を
検
討
し
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
21
年
12
月

に
、
阿
南
共
栄
病
院
と
阿
南
医
師
会
中
央

病
院
の
経
営
母
体
で
あ
る
徳
島
県
厚
生
農

業
協
同
組
合
連
合
会
お
よ
び
阿
南
市
医
師

会
と
本
市
の
三
者
に
よ
る
「
阿
南
市
の
地

域
医
療
を
考
え
る
会
」
を
設
置
し
、
地
域

医
療
の
あ
り
方
、
両
病
院
の
連
携
の
方
法

等
に
つ
い
て
協
議
を
開
始
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
経
営
理
念
や
組
織

形
態
が
異
な
る
厚
生
連
と
医
師
会
が
連
携

し
て
経
営
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
課
題

が
山
積
し
、
容
易
に
結
論
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
本
市
も
、
全
国
各
地
の
病
院

の
連
携
事
例
を
提
示
す
る
な
ど
、
進
展
の

糸
口
を
模
索
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
医
師
会
か
ら
、
将
来

的
な
地
域
医
療
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図

る
た
め
に
は
、
両
病
院
を
統
合
し
て
新
医

療
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
最
良
の
策
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
阿
南
医
師
会
中
央

病
院
の
資
産
（
一
部
用
地
を
除
く
）
お
よ

び
経
営
権
を
厚
生
連
に
譲
渡
す
る
と
の
申

し
入
れ
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
両
病
院
統

合
へ
の
道
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
統
合
は
、
将
来
に
わ
た
り
、

安
心
で
き
る
医
療
体
制
を
確
立
し
、
次
世

代
に
残
す
た
め
の
統
合
で
あ
り
、
大
規
模

災
害
時
に
お
け
る
医
療
の
確
保
を
図
る
こ

と
か
ら
も
必
要
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

阿南市内で発生した救急搬送数の
病院別推移

人口10万人当たり医療施設従事医師数
（南部Ⅰ医療圏市町別）

【南部Ⅰ医療圏】
徳島県保健医療計画に定められた医療圏域。
小松島市、阿南市、勝浦町、上勝町、那賀町
の２市３町。
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医
療
セ
ン
タ
ー
構
想

　

厚
生
連
、
医
師
会
お
よ
び
本
市
は
、「
阿

南
中
央
医
療
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
設
立
委
員

会
」
を
設
置
し
、
新
病
院
の
整
備
に
向
け
て

必
要
な
事
項
の
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
病
院
整
備
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、

「
地
域
完
結
型
医
療
体
制
の
実
現
」「
二
次

救
急
医
療
体
制
の
維
持
・
強
化
」「
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
確
保
・
維
持
定
着
・
育
成
」「
経

営
の
効
率
化
」
の
４
点
で
す
。

　

ま
た
、
新
病
院
に
お
け
る
主
要
機
能
・
特

徴
と
し
て
は
、
①
救
急
救
命
②
が
ん
診
療
③

在
宅
医
療
④
産
科
医
療
⑤
脳
疾
患
治
療
⑥
小

児
医
療
⑦
災
害
拠
点
病
院
⑧
各
医
療
機
関
と

の
連
携
な
ど
の
充
実
・
強
化
を
掲
げ
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
基
本
計
画
を
策
定
し
、
基
本
設

計
・
実
施
設
計
に
取
り
掛
か
り
、
平
成
29
年

度
末
の
開
院
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

官
民
一
体
で
取
り
組
む

　

地
域
医
療
が
大
き
な
危
機
に
直
面
し
て
い

る
今
、
医
療
を
提
供
す
る
側
の
病
院
だ
け
で

な
く
、
受
け
る
側
で
あ
る
住
民
、
そ
れ
を
支

え
る
行
政
が
相
互
に
協
力
し
、
地
域
全
体
で

地
域
の
医
療
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
両
病
院
の
統
合
を
支
援
し
、

地
域
医
療
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め

に
、
市
内
の
各
種
団
体
お
よ
び
関
係
機
関
、

那
賀
町
・
美
波
町
で
組
織
す
る
「
阿
南
市

地
域
医
療
確
立
対
策
協
議
会
」
が
昨
年
12

月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
同
協
議
会
は
、

新
病
院
に
対
し
て
の
国
・
県
の
財
政
支
援

を
確
保
す
る
た
め
に
要
望
活
動
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
地

域
住
民
の
命
を
守
る
す
ば
ら
し
い
新
病
院

が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

シ
リ
ー
ズ

〈2〉
は
、
現
在
協
議
し
て
い
る

阿
南
中
央
医
療
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
基

本
計
画
が
策
定
で
き
次
第
、
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

地域の医療資源の集約化による効率的な医療提供体制の確立
をめざす官民一体の組織「阿南市地域医療確立対策協議会」
が発足（H25.12.20）

■両病院の概要

■施設整備計画 ■統合による新病院整備の基本的な考え方

阿南医師会中央病院 阿南共栄病院

開 設 年 月 日 昭和38年10月15日 昭和12年６月９日

開 設 者 一般社団法人　阿南市医師会 徳島県厚生農業協同組合連合会

所 在 地 阿南市宝田町川原２番地 阿南市羽ノ浦町中庄蔵ノホケ36番地

許 可 病 床 数 一般病床179床（うち亜急性期病床15床）
療養介護病床50床

一般病床343床（うち開放型病床10床、回復期リハビ
リテーション病棟40床）

各 種 指 定 救急告示病院、災害拠点病院、
地域医療支援病院、臨床研修指定病院　等

救急告示病院、災害医療支援病院、
難病医療協力病院、臨床研修指定病院　等

常 勤 職 員 数 206人（医師18人、看護師110人、その他78人）
（平成25年４月現在）

428人（医師36人、看護師234人、その他158人）
（平成25年４月現在）

阿南市中央医療センター（仮称）とし
て統合。ＪＡ徳島厚生連が運営する。

（旧）
医師会
中央病院

（旧）医師会
中央病院に
隣接して整備

阿南共栄病院
（現病院）の
機能を移転

（旧）
阿南
共栄病院

解体

施設整備のイメージ

新棟

地域完結型医療体制
の実現

救急医療提供体制
の維持・強化

経営の効率化

医療スタッフの確保・
維持定着・育成
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ニュースオアシス

津乃峰小６年生が「あななん観光ＰＲ隊」
を結成！修学旅行で阿南市をＰＲ

長生公民館に
災害用移動炊飯器が配備される

那賀川中学校で新築落成式
450人が完成を祝う

蒲生田海岸清掃に約３００人が汗
アカウミガメにたくさん上陸してほしい

アカウミガメの産卵地として有名な蒲生田海岸で、６月
１日、阿南市K

キット

ITT 賞賛推進会議と阿南市ボランティア
連絡協議会などから約300人が参加し海岸清掃活動が
行われました。一斉清掃は今回で３回目です。
参加者はポリ袋を手に、流木や海藻、ペットボトルなど
を分別しながら拾い集め、軽トラック３台分のごみを回
収しました。椿町中学校生徒会長の井村明日香さん（３
年生）は、「学校で毎年ウミガメのふ化活動に取り組ん
でいます。きれいになった海岸にたくさん上陸してほし
いです」と話していました。また、会場では、呼びかけ
ボランティアの皆さんによるたこ焼きが販売され、売上
金から経費を除いた7,953円が同会議に寄付されました。

県外の方に阿南市や市イメージアップキャラクター「あ
ななん」のことを知ってもらおうと、津乃峰小学校６年
生25人が「あななん観光ＰＲ隊」を結成し、修学旅行
先の大阪や奈良などでＰＲ活動を行いました。
これは、児童が自ら阿南のＰＲをすることで自主性を養
うと同時に、地元への理解を深めようと初めて企画され
たものです。５月16日から１泊２日で近畿方面を訪れ、
出会った人々に観光ガイドブックや「あななん」の名刺
を配りました。原田　海さんは、「おじさんにガイドブッ
クを渡すと、『阿南に行ってみたいな』とうれしそうに
言ってくれました。勇気を出して話しかけてよかったで
す」と話していました。

災害発生時の炊き出しに役立ててもらおうと、日本赤十
字社徳島県支部が主体となって県内各地に配備している
災害用移動炊飯器１台が５月19日、長生公民館に贈ら
れました。
炊飯器の重さは44kgで、鍋の直径は80㎝。「ガス」ま
たは「まき」を燃料とし、直炊きでご飯約200～240膳
分を炊くことができます。贈呈式には地元関係者など約
35人が出席し、日赤県支部の職員から取り扱いの説明
を受けて、使い方を確認しました。阿南市地区赤十字奉
仕団長生分団委員長の池添三枝子さんは、「身近な場所
に配備されるのはとても心強い。防災訓練や町内イベン
トで活用し、災害時に備えたいです」と話していました。

那賀川中学校で６月５日、校舎や武道場の新築落成式が
行われ、生徒や教職員など450人が完成を祝いました。
岩浅市長は「この立派な学び舎を巣立った皆さんが、社
会で活躍することを祈っています」とあいさつ。生徒代
表の濱田　葵さん（３年生）が「新校舎で勉強やクラブ
活動に取り組み、充実した日々を過ごしたいです」と抱
負を述べました。那賀川童謡を歌う会や同中学校シンフ
ォニックバンド部も歌や楽器の演奏で式典を盛り上げま
した。
校舎棟は鉄筋コンクリート造３階建て、一部４階建て。
窓が多く開放感のある造りで、駐車場や武道場も整備さ
れました。総工事費は約16億7,000万円です。
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銀輪軽やか
那賀川流域でサイクリング大会

モンゴルからの訪問団が来市
エコパーク阿南などを視察

阿南ふるさと大使・武知実波さん
記念シンポジウムで海の魅力語る

那賀川流域をサイクリングする「第25回那賀川流域セ
ンチュリーラン羽ノ浦大会」が５月18日に開催され、
県内外から428人のサイクリストが参加しました。
大会は、羽ノ浦町明見を起終点に、那賀町木沢支所を折
り返す全長約120㎞と、那賀町丹生谷橋で折り返す全長
約50㎞の２コースで行われました。自慢のロードバイ
クを軽やかに走らせて新緑の那賀川を走り抜ける選手た
ちに、沿道から盛んに声援が送られていました。
25年連続出場した島田 正さん（70歳・徳島市）は、「こ
の大会には数々の思い出があります。昨年はタイムを競
い合いましたが、今日は親子３代でサイクリングを楽し
みました」と額の汗をぬぐっていました。

マック鈴木さんが「夢先生」として授業
「努力」「感謝」などの大切さを伝える

日本サッカー協会主催のプロジェクト「夢の教室」で、
元メジャーリーガーのマック鈴木さん（38歳・兵庫県
出身）が５月26日、見能林小学校を訪れ、子どもたち
に夢を持ち、努力することの大切さを伝えました。
鈴木さんは、５年生と体育館で体を動かすゲームを楽し
んだ後、教室で授業を行い、自身の野球人生を振り返り
ながら、「夢を実現するには、しんどいことやつらいこ
とが必ずあります。楽をせず努力することでそれを乗り
越えられる人間になり、周囲への感謝を忘れないでほし
い」と呼びかけました。横手海斗さん（10歳・中林町）
は、「僕も努力して、プロのバスケットボール選手にな
る夢を叶

かな

えたいです」と目を輝かせていました。

モンゴル最西部のバヤン・ウルギー県や県都ウルギー市
の関係者６人を含む訪問団が５月30日、市内を視察し
ました。これは、本市と交流のあるチョナイ・クランダ
在大阪モンゴル国総領事館総領事の呼びかけにふるさと
のバヤン・ウルギー県が応じたもので、今回が初めて。
一行は、石炭火力発電所や市内企業などを視察。新ごみ
処理施設「エコパーク阿南」では、中央制御室やごみ処
理場などを見学し、職員から処理工程の説明を受けまし
た。県議会議長のブラン・ラゼットハーンさんは、「モ
ンゴルでは、ごみ処理の制度が未整備で大きな問題にな
っています。訪問で得た知識を生かし、自分たちの地域
でも応用できることから始めたい」と話していました。

室戸阿南海岸国定公園指定50周年を記念したシンポジ
ウムが、６月８日に室戸市保健福祉センター「やすらぎ」
で開催され、国定公園を構成する６市町のうち、本市を
代表して阿南ふるさと大使の武知実波さん（20歳・桑
野町）が出演しました。パネルディスカッションで、武
知さんは、「生まれ育った阿南市、阿南の海が大好き」
と語り、「意外と思うかもしれませんが、阿南の海は世
界のサーファーも注目する良い波が来ます。牟岐町の内
妻海岸や高知県東洋町の生見海岸など、阿南から室戸に
かけてのビーチは、サーファーの憧れの場所でもあるん
です」と国定公園の魅力を説明。客席からは熱い視線が
注がれていました。
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あなん
カルチャー

セ
ン
タ
ー

科
学

サ
マ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

（
有
料
・要
申
込
）

　

３
日
間
か
け
て
、
実
験
や
工
作
、
昆
虫
や

植
物
の
標
本
作
り
を
行
い
ま
す
。
夏
休
み
の

宿
題
に
も
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

日
時　
７
月
26
日
㈯
、
27
日
㈰
、
８
月
17
日

㈰　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

対
象　
小
学
３
年
生
～
中
学
生
（
た
だ
し
、

３
日
間
と
も
参
加
で
き
る
方
に
限
り
ま
す
）

定
員　
50
人
（
先
着
順
。
定
員
に
達
し
次
第

締
切
）

参
加
料　
１
人　

２
０
０
０
円

参
加
方
法　
小
中
学
校
を
通
じ
て
配
布
さ
れ

る
所
定
の
申
込
書
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

日時　10月13日㈷　17:30開演（17:00開場）　
場所　市民会館　大ホール　
入場料　全席指定　7,560円（当日500円増し）
※３歳未満入場不可。３歳以上有料　 
チケット発売開始日　 ８月３日㈰　8:30～
チケット販売場所　 市民会館ほか
問い合わせは  市民会館（☎22－7000）へ

■	葉加瀬太郎　Acoustic	Tour “	エトピリカ”
　	チケット発売！

キティちゃんやサンリオキャラクターたちが阿南市
に遊びにきます！
日時　８月３日㈰　①10:30開演　②13:30開演　
　　　※０～３歳は①のみ入場可
場所　夢ホール（文化会館）
入場料　全席指定2,000円
※３歳未満でひざ上1人は無料。
※②のみ無料
託児あり（１
週間前までに
要予約）
チケット販売
場所　文化会
館、平惣書店
（阿南センタ
ー店、羽ノ浦
国道店、小松
島バイパス店、
徳島店）フジ
グラン阿南、
アピカ、黒崎
楽器

■	サンリオファミリークラシック
	　「リボンの国の音もだち」

日時　①洋楽の部　９月27日㈯　14:00開演予定
　　　②邦楽の部　９月28日㈰　14:00開演予定
場所　 コスモホール（情報文化センター）
出演者　阿南市在住の方
　　　　（グループは阿南市民を１人以上含む）
演奏方法　原則として生演奏
演奏形態　独奏、重奏、合奏、独唱、重唱、合唱
入場料・参加料　無料
申込方法　申込書（情報文化センター、文化会館、
市民会館、各住民センター、市立図書館等に備え付け）
を情報文化センターへ提出してください。（郵送可）
申込締切日　８月10日㈰（消印有効）
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■	「第７回コスモホール音楽祭」
　	出演者募集！

日時　７月19日㈯　14:00～14:45
場所　夢ホール　ホワイエ
入場料　500円（ワンドリンク付き）
※仲良しチケット　　　　　　　　
　２人以上で１人400円
　（前売りのみの取り扱い）
※未就学児は入場無料
出演　チェロ　田上和子
　　　ギター　平岡範彦
曲目　カフェ1930（ピアソラ）、
ブラジル風バッハ第５番（ヴィラ
ロボス）、こきりこ変奏曲ほか　
※終演後、ギターのお試しレッス
ンがあります。
問い合わせは　
文化会館（☎21－0808）へ

■	夢ホール　ホワイエコンサート
　	（チェロとギターの出会い）

問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

Ⓒ ’76,’93,’99,’14 SANRIO APPROVAL
No.SP550285
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阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
100

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長
　
湯
　
浅
　
良
　
幸

阿
南
市
の
式
内
社
（
五
）

　
室む

ろ
比ひ

売め

神
社

　

同
社
の
所
在
地
と
し
て
阿
南
市
新
野
町

と
海
陽
町
相
川
室
津
説
が
あ
る
。
相
川
の

阿
津
神
社
（
祭
神　

木こ
の

花は
な

咲さ
く

耶や

姫
命
）
の

説
が
有
力
で
あ
る
。
新
野
町
の
室
姫
神
社

（
室
久
保
岡
山
頂
上
）
も
捨
て
難
い
。
室

姫
神
社
は
も
と
室
比
売
神
社
と
称
し
て
い

た
。

　

新
野
町
轟
神
社
の
大だ

い
は
ん
に
ゃ
き
ょ
う

般
若
経
に
は
養
和

元
（
一一
八
一
）
年
、
寿
永
二
（
一一
八
二
）

年
、文
治
六
（
一一
九
〇
）
年
の
奥
書
が
あ
り
、

も
と
は
室
比
売
神
社
が
所
有
し
て
い
た
。

　
建た

け
比ひ

売め

神
社

　

宝
田
町
川
原
の
正
八
幡
神
社
飛
地
境
内

社
古こ

が
ら
す烏
神
社
が
社
地
と
さ
れ
て
い
る
。『
徳

島
県
神
社
誌
』
に
「
社
地
に
古
木
が
多
く

う
っ
そ
う
と
茂
り
樹
木
に
鴉
（
カ
ラ
ス
）

が
多
く
生
息
し
、
村
民
も
古
烏
神
社
と
よ

ん
で
い
た
」
と
書
い
て
あ
る
。
祭
神
は
建た

け

比ひ
め
の
み
こ
と

売
命
と
さ
れ
、
安
産
の
神
と
し
て
信
仰

さ
れ
て
い
た
。

　
賀か

志し

波わ

比ひ

売め

神
社

　

賀
志
波
比
売
神
社
は
津
乃
峰
山
頂
へ
遷う

つ

さ
れ
て
津
峯
神
社
と
名
を
変
え
た
。
現
在
、

津
峯
神
社
の
飛
地
境
内
社
と
な
っ
て
い
る

見
能
林
町
柏か

し
わ
の野
に
あ
る
賀
志
波
比
売
神
社

の
故
地
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
。

　

い
つ
移
転
し
た
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。

寛
政
五
（
一
七
九
三
）
年
の
「
阿
波
国
十

郡
中な

か
じ
ん
じ
ゃ
か
き
あ
げ
き
ゅ
う
き
の
し
ょ

神
社
書
上
旧
記
書
」
に
よ
る
と
「
津

峯
大
権
現
は
聖
武
天
皇
の
御ぎ

ょ

宇う

神し
ん

託た
く

有
て

賀
志
波
比
売
の
社
を
当
山
に
遷
さ
せ
た
と

云
伝
ふ
」
と
あ
る
。
同
書
に
も
書
か
れ
て

い
る
よ
う
に
「
言
い
伝
え
」
に
基
づ
い
て

書
か
れ
て
い
る
。
神
託
（
神
さ
ん
の
お
告

げ
）
は
物
事
の
あ
り
が
た
さ
や
説
明
す
る

の
に
よ
く
使
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
柏
野
の
賀
志
波
比
売
神
社
を

遷
し
た
の
は
間
違
い
な
い
。
社
名
も
こ
の

時
変
更
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
津
峯
神
社

は
昔
か
ら
海
上
安
全
の
神
と
し
て
尊
崇
さ

れ
て
い
た
。

　

遷
座
し
た
大
き
な
理
由
と
し
て
地
形
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
津
乃
峰
山
の

前
面
に
橘
湾
が
広
が
り
紀
伊
水
道
が
見
渡

せ
る
。
天
候
の
よ
い
日
に
は
紀
州
の
山
々

が
遠
望
で
き
る
。
橘
・
答
島
・
大
潟
・
中

林
の
港
に
は
大
昔
か
ら
船
の
出
入
り
が
あ

っ
た
。
津
乃
峰
山
頂
は
海
上
交
通
の
目め

じ
る
し標

で
あ
っ
た
。

　

現
在
で
も
夜
間
、
津
峯
神
社
に
は
電
燈

が
輝
い
て
い
る
。
上
中
町
南
島
の
筆
者
宅

か
ら
す
ぐ
北
側
下
の
鍛か

冶じ

ケが

峰み
ね

に
も
電
燈

が
灯
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。

　

海
上
を
航
行
す
る
船
や
漁
船
は
津
乃
峰

山
頂
の
燈
火
が
道
し
る
べ
と
な
っ
て
い
た
。

　

津
峯
神
社
の
す
ぐ
北
側
下
の
狭
い
道
沿

い
に
「
家
具
の
岩
屋
」
が
あ
る
。
こ
こ
の

岩
屋
は
戦
前
の
小
学
校
教
科
書
に
も
掲
載

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
岩
屋
は
貸
し
椀
伝
説

で
知
ら
れ
、
古
代
人
の
暮
ら
し
て
い
た
こ

と
を
証
明
す
る
出
土
品
が
出
て
き
て
い
る
。

　

八や

桙ほ
こ

神
社
に
つ
い
て
は
再
三
書
い
た
が
、

神
宝
と
隆
禅
寺
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
稿

を
改
め
た
い
。

こ
の
項
終
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夏
休
み
土
星
観
望
会
（
無
料
）

　

今
夏
は
、
環
を
持
つ
惑
星
、
土
星
が
よ
く

見
え
ま
す
。

日
時　
７
月
26
日
㈯
、
27
日
㈰　

午
後
７
時

～
９
時

参
加
方
法　
実
施
時
間
内
な
ら
、
い
つ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

夏
休
み
星
空
教
室
（
有
料
・要
申
込
）

　

親
子
で
星
座
早
見
を
作
り
、
夏
の
大
三
角

を
観
察
し
ま
す
。
小
学
４
年
で
学
習
す
る
内

容
に
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

日
時　
７
月
25
日
㈮
、
８
月
８
日
㈮　

午
後

７
時
～
９
時
30
分

対
象　
小
学
３
年
～
６
年
生

定
員　
各
25
組
50
人
（
先
着
順
。
定
員
に
達

し
次
第
締
切
）

参
加
料　
２
０
０
円
（
保
護
者
は
無
料
）

参
加
方
法　
事
前
に
電
話
、
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

大
西
浩
次
星
景
写
真
展
（
無
料
）

　

星
空
と
景
色
を
一
緒
に
写
し
た
「
星
景
写

真
」
の
第
一
人
者
、
大
西
浩
次
さ
ん
の
美
し

い
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

展
示
期
間　
７
月
19
日
㈯
～
８
月
31
日
㈰

展
示
場
所　
体
験
館
１
階　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

　

夏
休
み
期
間
中
の
平
日
、
午
後
２
時
20
分

～
、
土
・
日
曜
日
は
午
前
11
時
～
、
午
後
２

時
20
分
～
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

７
月
の
休
館
日

７
日
㈪
、
14
日
㈪
、
22
日
㈫
、
28
日
㈪

津峯神社
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私
の
家
の
前
に
は
、
遍
路
道

が
通
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
道
は
、

第
22
番
札
所
・
平
等
寺
に
通
じ

る
山
越
え
の
細
い
道
で
す
。
１

人
で
歩
く
人
、
数
人
で
歩
く
人
、

時
に
は
数
十

人
で
鈴
を
鳴

ら
し
な
が
ら

楽
し
そ
う
に

歩
く
グ
ル
ー

プ
な
ど
、
多

様
な
お
遍
路

さ
ん
を
見
て
育
ち
ま
し
た
。
私

の
家
の
近
く
に
は
、
近
畿
大
学

の
歌
一
洋
教
授
が
取
り
組
ん

で
い
る
「
四
国
八
十
八
ケ
所
ヘ

ン
ロ
小
屋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

よ
る
ヘ
ン
ロ
小
屋
も
あ
り
、
地

域
を
あ
げ
て
お
遍
路
さ
ん
を
も

て
な
し
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
八
十
八
ケ
所
参
り

を
２
回
体
験
し
ま
し
た
。
知
ら

な
い
土
地
で
道
に
迷
っ
た
時
、

地
元
の
方
が
気
持
ち
よ
く
道
順

を
教
え
て
く
れ
た
り
、
自
ら
案

内
し
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。

四
国
に
は
心
の
や
さ
し
い
人
が

多
い
な
あ
と
感
じ
、
う
れ
し
か

っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
体
験
か
ら
、
私
も

道
を
尋
ね
ら
れ
た
り
、
間
違
っ

た
道
を
行
く
お
遍
路
さ
ん
を
見

か
け
た
り
す
る
と
、
道
し
る
べ

の
あ
る
所
ま
で
案
内
し
て
あ
げ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
特
に

日
の
暮
れ
る
の
が
早
い
冬
場
、

平
等
寺
へ
の
山
越
え
は
危
険
だ

と
判
断
し
た
場
合
は
、
車
で
送

っ
て
あ
げ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
私

た
ち
の
地
域

で
は
年
に
２

回
、
遍
路
道

の
掃
除
や
点

検
を
し
て
い

ま
す
。
台
風

の
後
に
は
倒
木
で
道
が
通
れ
な

く
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
片

付
け
に
行
っ
た
り
も
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
弘
法
大
師
・
空
海

が
四
国
霊
場
八
十
八
ケ
所
を
開

創
し
て
、
１
２
０
０
年
に
な
る

そ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
遍
路
道
を
人

と
人
と
の
絆
を
深
め
る
道
と
し

て
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

次
は
、
橘
町
の
仁
井
信
子
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

阿
南
市
春
季

短
歌
大
会
選

短
　
歌

市
長
賞　
　
　
　
　

金
本
ひ
ろ
み

一
枚
の
鏡
に
ふ
た
つ
の
貌
写
し
夫

と
息
子
が
髭
を
剃
っ
て
お
り

大
会
賞　
　
　
　
　

米
田　

啓
子

草
刈
り
て
腰
を
下
ろ
せ
ば
遥
か
西

一
両
列
車
が
昼
餉
を
告
ぐ
る

文
化
振
興
賞　
　
　

長
尾　

久
子

一
人
墓
日
露
戦
役
に
逝
き
し
祖
の

彫
り
の
深
き
を
春
陽
に
洗
う

互
選
賞　
　
　
　
　

西
崎
ま
き
子

採
算
の
こ
と
思
ふ
な
と
春
耕
に
ト

ラ
ク
タ
ー
よ
り
吐
く
息
荒
し

互
選
賞　
　
　
　
　

小
畑　

定
弘

花
冷
え
の
句
座
の
斜
め
に
君
が
い

て
老
い
の
恋
情
擽く

す
ぐり
て
い
つ

入
選　
　
　
　
　
　

新
居　

久
子

花
束
を
抱
え
走
り
こ
む
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
シ
ュ
ー
ズ
の
紐
が
ず
ー
っ
と

気
に
な
る

入
選　
　
　
　
　
　

中
原　
　

一

丘
の
上
に
靡
き
い
る
の
は
軍
旗
ら
し

児
ら
去い

に
し
後
を
ひ
と
り
な
び
け
る

中
学
生
短
歌
の
ポ
ス
ト
入
選
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

西
條　

賢
人

薄
紅
が
緑
に
変
わ
り
ゆ
く
季
節
新

し
き
我
を
開
花
さ
せ
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　

上
田　

彩
未

新
緑
の
ま
ぶ
し
い
日
差
し
軽
や
か

に
お
遍
路
さ
ん
の
歩
み
が
進
む

　
　
　
　
　
　
　
　

原　

百
合
愛

今
こ
こ
に
受
験
と
い
う
名
の
大
舞
台

今
日
も
明
日
も
自
分
を
見
つ
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
佐　

旺
樹

あ
ぜ
道
を
日
課
の
さ
ん
ぽ
愛
犬
と

ゆ
れ
る
し
っ
ぽ
に
心
も
お
ど
る

　
　
　
　
　
　
　
　

兼
任　

將
貴

春
風
に
ゆ
ら
れ
て
落
ち
る
花
び
ら

は
ま
る
で
ピ
ン
ク
の
雨
粒
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　

一
宇　

清
夏

タ
ン
ポ
ポ
の
綿
毛
が
ふ
わ
ふ
わ
飛

ん
で
い
く
一
体
ど
こ
へ
行
く
の
だ

ろ
う
か

　
　
　
　
　
　
　
　

森
崎　

若
菜

花
び
ら
が
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
舞
い
彩
づ

く
街
ピ
ン
ク
に
染
ま
る
い
つ
も
の

道
が

　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
羽　

綾
香

こ
ん
に
ち
は
竹
の
子
に
ょ
き
っ
と

出
て
来
た
ね
季
節
が
春
に
か
わ
り

ま
し
た
よ

阿
南
市
俳
句

連
合
会
選

俳
　
句

久
米　

浩
一

椎
の
木
の
マ
シ
ユ
マ
ロ
の
ご
と
山

若
葉

　
　

庄
野　

年
美

聖
五
月
ラ
ン
ド
セ
ル
背
に
馴
染
み

初
む

478

市
民
文
芸

四
国
の
遍
路
道

　
　
　
　
　
　
　
　

松
田　

桜
子

薫
風
を
ま
と
ひ
機
上
の
人
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　

田
口
恵
美
子

肌
撫
づ
る
風
に
色
あ
り
衣
更
え

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野　

峯
子

大
奥
に
ま
が
う
絢
爛
牡
丹
寺

　
　
　
　
　
　
　
　

笹
田　

智
睦

衣
更
え
糸
く
ず
つ
け
て
バ
ス
に
の
り

宮
田　

春
子

た
ん
ぽ
ぽ
を
避
け
て
歩
む
よ
赤
い

靴
　
　
　
　
　
　
　
　

萩
原　

陽
子

一
ペ
ー
ジ
ふ
う
わ
り
め
く
る
夏
の
風

庄
野　

早
苗

こ
い
の
ぼ
り
か
ん
ど
り
船
は
出
番

待
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

山
川　

喜
美

若
葉
風
さ
っ
と
抜
け
た
る
個
室
か

な

阿
南
川
柳
会

髙
木
旬
笑
選

川
　
柳

西
田　

修
身

足
腰
も
頭
脳
も
賞
味
期
限
切
れ

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
つ
た
え

何
の
そ
の
固
く
閉
じ
て
も
開
く
財

布
　
　
　
　
　
　
　
　

臣
守　

愛
香

日
々
楽
し
気
の
持
ち
方
で
明
と
暗

　
　
　
　
　
　
　
　

滝
川　

太
郎

雑
踏
に
も
ま
れ
て
肩
の
丸
く
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　

湯
浅　

三
子

気
の
弱
い
男
に
強
い
嫁
が
く
る

阿瀬比町
前田 敏武さん
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阿南市立図書館だより
７月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

阿 南 図 書 館
9:00～18:00
土日は17:00まで

☆ 休 ★ ☆ 休 ☆ 休 休 ★ ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00～18:00 ◎ ☆ 休 ◎

◆ ☆ 休 ◎ 休 休 ◎ ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00～18:00 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休 休

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏　◆…阿波公方の苑美化作業　）

那賀川図書館　☎	42－3111ＦＡＸ	42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11：00～
◎中学生によるピアノ演奏
　（毎週土曜日）　10:00～[約10分間]
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　12日㈯　8：30～10：00
　※雨天の場合は20日㈰に延期します。

羽ノ浦図書館　☎	44－2100ＦＡＸ	44－2099
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～

阿 南 図 書 館　☎	23－2020ＦＡＸ	23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第２・第４木曜日）　10:30～11:00  

問い合わせは　那賀川図書館（☎42−3111）へ

移動図書館車「ひまわり号」
巡回日 巡　回　場　所 時　間
 3日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
 9日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 15:00～15:30
10日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30

　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00
11日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30

　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30
17日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30

大 潟 分 館 前 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
18日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中 央 病 院 阿 南 荘 前 13:30～14:00
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

24日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

７月の巡回日程

○親子で楽しむ人形劇
日時　７月20日㈰　14:00～15:00
内容　人形劇『ヘンゼルとグレーテル』
　　　ミュージックパネル　ほか

○親と子の読書感想文教室
日時　８月２日㈯　10:30～12:00
対象　小学生（全学年）と保護者の方
講師　小倉 泰夫さん（元県学校図書館協議会副会長）

夏休みの宿題につきものの読書感想文。
それを書くには、どんな本を選べばいいの？
どうやって書けばいいの？具体例を挙げながら、
感想文の書き方をわかりやすく説明します。

※筆記用具を必ず持ってきてください。

那賀川図書館発 夏休みのイベント
入場無料

申込不要

29　広報あ な ん 2014.07



市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

国道55号は
通行止めになる場合があります 

球場へ行こう！
７月の日程
ＪＡアグリあなんスタジアム

徳島県内の国道55号では、大雨や台風な
どの異常気象時、災害の発生またはその恐
れがある場合、「通行止め」を実施します。
なお、通行止めを開始する規制雨量などの
道路情報をインターネットで提供していま
すので、ご利用ください。
通行規制区間　阿南市福井町日の地～美波

町北河内（延長 10.1km）
規制雨量　300mm（連続雨量）
道路情報システム（PC版）
http://www.skr.mlit.go.jp/road/info/
index.html
道路情報システム（スマートフォン版）
http://www.skrdoukan.com/sp/index.htm
問 国土交通省徳島河川国道事務所
　 日和佐国道出張所
　（☎0884－77－0465）へ

サマーフェスタ2014
（基地一般公開）
日時　７月21日㈷　9:00～15:00
場所　海上自衛隊小松島航空基地（小松島
市和田島町）
内容　航空機展示、消防車両展示、救命装
備品展示、支援船体験航海、鮎のつかみ取
り、その他基地内見学ツアー等（予定）
問 海上自衛隊第24航空隊　総務室
　（☎0885－37－2111　内線 257）へ

介護予防推進キャンペーン
「ロコモ症候群に対する運動療法
～骨と筋肉を鍛えて元気で長生き～」
日時　７月13日㈰　10:00～11:30
　　　（9:30～受付）
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　理学療法士　東田武志さん
　　　（徳島県理学療法士会副会長）
対象　どなたでも
持参物　飲み物、タオル
※入場無料
問 徳島県理学療法士会　会長　鶯　春夫
　（☎088－602－8539）へ

野球のまち阿南
第2回少年野球全国大会
　25日㈮　16:00～ 開会式　
　26日㈯　9:00～　１回戦
　27日㈰　9:00～　２回戦、準々決勝
　28日㈪　8:00～　準決勝、決勝　
マスターズ甲子園徳島大会
　20日㈰　9:00～　
阿南市高校野球新人交流戦
　31日㈭、8月1日㈮、4日㈪　8:30～
四国アイランドリーグplus　
　19日㈯　18:00～　徳島vs香川
　31日㈭　18:00～　徳島vs高知
チケット　前売り800円（当日1,000円）
販売場所　寿殿えもと、ＪＡあなん、
　　　　　フジグラン阿南店
問 野球のまち推進課（☎22－1297）へ

那賀川の日
イベント
那賀川の日（８月６日）にあわせ、那賀川
の上流から下流までの流域の子どもたち

（小学校高学年）を対象に那賀川流域にて
イベントを開催します。
日時　８月６日㈬　
内容　水生生物調査、水質調査、ダム見学・

工場見学などを予定
費用　500円～1,000円（昼食代）
※イベントに関する詳細情報（応募方法等）
は、７月中旬から「那賀川河川事務所ホー
ムページ」に掲載を予定していますので、
ご覧ください。
http://www.skr.mlit.go.jp/nakagawa/
問 那賀川河川事務所　調査課
　（☎22－6562）へ

阿南光のまちステーションプラザ
７月の催し

陸上自衛隊徳島駐屯地
夏休みちびっ子大会

■展示コーナー　10:00～20:00

※初日と最終日は催しによって終了時間が
異なります。
○染織作品展　６日㈰まで
○リバーシブルパッチワーク
　８日㈫～21日㈷
○野球関連グッズ展示会
　23日㈬～８月１日㈮

■体験コーナー
○アロマでクールダウン　夏の熱中症対策!!
　13日㈰　13:00 ～15:00
申込締切日　10日㈭　参加費　1,000円
定員　6人　持参物　ハンドタオル
○あんどん作り
　19日㈯　13:00 ～15:00
申込締切日　18日㈮　　定員　10人
持参物　いらないタオル、エプロン

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り
常時開催中！

問 阿南光のまちステーションプラザ
　（☎24－3141）へ

日時　８月27日㈬　8:30～16:30（予定）
場所　陸上自衛隊徳島駐屯地
内容　駐屯地における野外活動（施設見学、

装備品見学、体験搭乗、ロープワー
ク、飯ごう炊さんなど）

対象　阿南市、那賀郡および海部郡在住の
小学 3 ～ 6 年生

定員　約40人
参加費　500円（昼食代等）
申込締切日　８月１日㈮（消印有効）
※申込方法等は、徳島駐屯地のホームペー
ジをご覧ください。【徳島駐屯地で検索】
問 陸上自衛隊徳島駐屯地　広報係
　（☎42－0991  内線202、203）へ

伊島芸術祭「楽園」2014
期間　７月20日㈰～８月10日㈰　
場所　伊島町（小中学校ほか）
内容　写真家・三好和義さんの写真展・記

念講演会、屋台村、遊覧船ほか
問 伊島芸術祭実行委員会
　（☎23－1424）へ

●オープニングセレモニー　
　７月20日㈰　10:30 ～
　伊島町連絡船乗場
●写真展

期間中の9:00～16:30
入場料　大人800円、小学生まで400円

※往復乗船券込みのお得なチケットあり！
　大人2,500円、小学生まで1,300円
●記念講演会
　７月21日㈷　14:00 ～
　文化会館　研修室
　三好和義さん「地域振興について」
●屋台村
　期間中の9:00～16:00
　伊島小中学校グラウンド
●遊覧船
　随時運行（所要時間30分）
　乗船場所　伊島町旧連絡船乗場
　料金　1,000円

【芸術祭期間中の臨時時刻表】
伊島発 答島着 便 船 便 答島発 伊島着
7：00 7：30 1 Ａ 1 8：10 8：40
― ― ― Ｂ 2 9：10 9：40

9：10 9：40 2 Ａ 3 10：10 10：40
10：10 10：40 3 Ｂ 4 11：20 11：50
11：40 12：10 4 Ａ 5 14：00 14：30
14：00 14：30 5 Ｂ 6 15：30 16：00
15：30 16：00 6 Ａ 7 17：00 17：30
17：00 17：30 7 Ｂ ― ― ―

※天候により、欠航することがあります。必要
に応じて貸切増便します。
船　Ａ＝みしま（定員48人）、
　　Ｂ＝アイランドブリーズ号（定員90人）
運賃（片道）　大人1,020円、小人510円
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市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。９月号の締め切りは７月31日㈭です。
メールアドレス　hisho@city.anan.tokushima.jp

ご存知ですか？
中小企業を応援
する業務改善助
成金のお知らせ
事業場内で最も低い賃金を時間給等で40
円以上引き上げる中小企業事業主の方々に
対して、労働能率の増進に資する設備・機
器の導入等の実施に係る経費の２分の１

（企業規模30人以下の小規模事業者は４分
の３）を助成します。
問 徳島労働局労働基準部賃金室（☎088
－652－9165）または徳島県最低賃金総
合相談支援センター（☎0120－967－
951）へ

国家公務員採用試験の日程

※くわしくは、お問い合わせください。
問 人事院四国事務局第二課試験係
　（☎087－831－4765）へ

採用試験の日程のうち、7 月から受付する
試験を掲載しています。
高卒者試験

スタジオMパート２
第２４回ジャズダンス公演
ジャズ、ミュージカル曲、ディズニー、ア
ニメなど子供から大人まで楽しめるステー
ジです。
日時　７月20日㈰
　　　13:30開場（14:00開演）
場所　市民会館　大ホール
入場料　999円（全自由席）
問 スタジオＭパート２　井利元
　（☎090－1579－0490）へ

家庭菜園講習受講者募集 
家庭菜園の知識と技能の向上を目的とした
講習会です。
日時　７月23日㈬～25日㈮の３日間
　　　9:30～12:00
場所　横見町下木戸の畑（受講者には日程

表と会場図をお送りします）
内容　野菜の栽培
対象　市内在住でおおむね50歳以上の方
受講料　無料
定員　10人程度
募集期間　７月７日㈪～ 17日㈭
問 阿南市シルバー人材センター
　（☎23－2630）へ
受付時間　平日9:00～16:00

夏は感動の２作品上映！
開催日　７月27日㈰
場所　夢ホール（文化会館）

映画	『小さいおうち』
山田洋次監督が「本当の
昭和の風景」を描いた直
木賞受賞作を映画化。　
時間　①10:30～②15:00～
入場料　
一般・大学生　前売り1,000円（当日1,300
円）、小・中・高生 500円、シニア 1,100円

アニメ	『かんからさんしん』
かんからさんしん(手作り
三味線)が奏でる沖縄から
の熱いメッセージを伝える。
時間　13:10～
入場料　大人 800円
　　　　４歳～高校生 500円

問 あなんで映画をみよう会　阿部
　（☎090－2788－5465）へ

心の傷つきのケア 

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会

阿南西部公園七夕夏まつり

南部こども女性相談センターで「心の傷つ
きのケア」講座を開催します。
夫やパートナー、親しい人からの言動に傷
つきつらい思いをされていませんか？
ＤＶやトラウマ、モラルハラスメントなど
による心の傷つきについて考えます。

日時　７月９日、23日、８月６日、20日、
９月３日の水曜日　13:30～15:30

場所　南部こども女性相談センター 2 階
　　　小会議室
講師　南部こども女性相談センター
　　　女性支援担当職員
定員　20人（すべて参加できる方優先）
参加費　無料
問 南部こども女性相談センター
　（☎24－7115、FAX22－6404）へ

日時　７月12日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とは何か、相続の手続き、成年後見
制度などに関する相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
　（☎088－626－2083）
　 土・日曜日は地域会員　花野
　（☎090－3787－0305）へ

若者の就労相談会 （予約制）

働いておらず、職業訓練も学校も行ってい
ない若者の働くことに関する相談に応じま
す。（家族からの相談も可）
日時　7月10日㈭、24日㈭ 13:00～17:00
場所　文化会館１階　工芸室
問 とくしま地域若者サポートステーション
　（☎088－602－0553）へ

生涯現役実現セミナーの開催 
対象者　55歳以上の在職中か求職中の方
日程
商工業振興センター　展示ホール
　17日㈭　14:00～16:00
那賀町地域交流センター 2 階交流ホール 2
　18日㈮　14:00～16:00
牟岐町海の総合文化センター　大集会室
　22日㈫　14:00～16:00
内容　年金制度の基本的な仕組みと定年後

の職業生活設計について
参加料　無料
申込方法　開催日の５日前までに電話でお
申し込みください。
問 徳島県経営者協会
　（☎088－625－7701）へ

仙台七夕飾りと阿波踊りで楽しい１日をお
過ごしください。
日時　７月20日㈰　9:30～
※雨天の場合は21日㈷に順延
場所　阿南西部公園（中大野町）
内容　オープニングショー（龍神太鼓）、
阿波踊り、マジックショー、ジャンケンゲ
ーム、ビンゴゲーム、軽食コーナー等
問 大野公民館（☎22－1564）へ

試験名 受付期間 第１次
試験日

刑務官
●インターネット

７月22日㈫
～31日㈭

●郵送または持参
７月22日㈫
～25日㈮

９月
21日㈰

海上保安学校
学生

９月
28日㈰

皇宮護衛官
（高卒程度試験）

入国警備官
航空保安大学
校学生
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健康いきいき情報

熱中症を予防しましょう
熱中症の発生は 7 ～ 8 月がピークですが、
適切な予防をすれば防ぐことができます。
自身の体調変化に注意するとともに、周り
の人にも気を配り、熱中症による健康被害
を防ぎましょう。

予防のポイント
・こまめな水分、塩分の補給
・涼しい服装
・外出時は日傘を差したり帽子を着用
・扇風機やエアコンを使った室内の温度調整

このようなことにも注意が必要
・暑さの感じ方は人によって異なります。

高齢者は特に注意を！暑さに対する体の
調整機能が低下しています。高齢者や子
どもは周囲の人が見守って、みんなで協
力して熱中症予防を呼びかけあいましょ
う。

・節電を意識するあまり、熱中症予防を忘
れないように

問 保健センター（☎22－1590）へ

ダニによる感染症に注意

ダニにかまれたら

ダニにかまれると感染症にかかることがあ
ると知られています。徳島県では「日本紅
斑熱」、「つつが虫病」、「重症熱性血小板症
候群（SFTS）」の発生が確認されています。
これらにかからないために、農作業や野山
に出かけるときは長袖、長ズボン、足を完
全に覆う靴を着用するなど、なるべく肌の
露出を少なくしましょう。

できるだけ病院で取り除いてもらいましょ
う。かまれたことに気づかないこともある
ので、野外で活動した数日後に疑わしい症
状（発疹、発熱等）が現れた場合は速やか
に病院を受診してください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

講演会
「知っておきたい前立腺の病気」

食中毒に注意！

日時　７月12日㈯　10:00～11:30
（9:30～受付）

場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　阿南医師会中央病院 泌尿器科
　　　診療部長 井上善雄 さん
※入場無料・申込不要

問 保健センター（☎22－1590）へ

阿波踊り体操教室
日時　７月24日㈭　10:00～11:00
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
　　　（阿波踊り体操指導員）
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、
　　　　健康手帳（無い方は交付します）

あなたの町で阿波踊り体操を
やってみませんか？
阿波踊り体操指導員があなたの町にいつで
もお伺いします。くわしくは、保健センタ
ーへお問い合わせください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

健康相談・栄養相談
日時　８月１日㈮　10:00～11:00
場所　ひまわり会館
内容　血圧測定、検尿、体組成の測定

個別健康相談、介護の相談、栄養相
談コーナー

対象　阿南市在住の方
持参物　健康手帳、健診・血液検査の結果

など

問 保健センター（☎22－1590）へ

最近では 1 年を通して
発生している食中毒で
すが、梅雨頃から夏に
かけて多く発生します。
家庭では、次の 6 つの
ポイントに注意しましょう。

①食品の購入
新鮮な食材、期限表示を確認して購入
②家庭での保存

食品を持ち帰ったらすぐに冷蔵庫や冷凍
庫で保存
③下準備

手洗いの徹底ときれいな調理器具を使用
④調理

手洗いの徹底、十分な加熱
※目安は 75℃で１分以上
⑤食事

手洗いの徹底と、できた食事は早めに食
べる
⑥残った食品

きれいな器具容器で冷蔵保存、再加熱は
十分に

問 保健センター（☎22－1590）へ

かもだ岬温泉保養センター
【７月の休館日】
７日㈪、14日㈪、22日㈫、28日㈪

問 かもだ岬温泉保養センター
　（☎ 21－ 3030）へ

 献血にご協力ください（７月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

 8日㈫ 阿南アピカ 西路見町 10：15～13：00

25日㈮ 阿南市役所 富 岡 町
9：30～12：00

13：00～16：30

※ 400ml 献血のみの実施です。
※一般の方のご協力もよろしくお願いします。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ

対象　おおむね65歳以上の方
内容　血圧測定、検尿、阿波踊り体操、
　　　講話「お口の中から若返り」
　　　講師：歯科衛生士
持参物　健康手帳（無い方は交付）

達者でおろな健康教室

７月の日程 場　所

 1日㈫
10：00～11：30 新 野 公 民 館

13：30～15：00 宝 田 公 民 館

 8日㈫ 10：00～11：30 中 林 ふ れ あ い 会 館

 9日㈬
10：00～11：30 那賀川社会福祉会館

13：30～15：00 加茂谷総合 センター

14日㈪
10：00～11：30 福井町総合センター

13：30～15：00 長 生 公 民 館

22日㈫
10：00～11：30 椿 公 民 館

13：30～15：00 椿 泊 老 人 憩 い の 家

23日㈬ 10：00～11：30 中野島公民館上中分館

25日㈮
10：00～11：30 桑野コミュニティセンター

13：30～15：00 羽 ノ 浦 公 民 館

28日㈪
10：00～11：30 大 野 老 人 憩 い の 家

13：30～15：00 橘 町 総 合 セ ン タ ー

問 保健センター（☎22－1590）へ
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7月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　 9日㈬　桑野公民館
　　　16日㈬　加茂谷公民館
　　　23日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
１日㈫、４日㈮、８日㈫、11日㈮、15日㈫、
22日㈫、25日㈮
問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすく in 阿南
７月

現在受給中の方も現況届の提出がない場合
は、６月分からの児童手当を受給すること
ができません。未提出の方は、７月31日
㈭までに提出してください。
提出先　こども相談室、各支所、各住民セ
ンター
問 こども相談室（☎22－1677）へ

児童手当現況届の提出は
７月31日㈭まで

 1日㈫　七夕飾りを作ろう
 8日㈫　看護師による乳幼児の救急安全

法
15日㈫　おはなしのポケット
22日㈫　親子で作ろう夏野菜の簡単ピザ

※要予約、参加費が必要
29日㈫　お誕生会

にこにこひろば ☎42−0720

今津こどもセンター 平日 8:30～12:00
 14:00～15:30

 1日㈫　七夕飾りを作ろう
 8日㈫　おはなしだいすき
17日㈭　子育て講座
22日㈫　みんなで遊ぼう
29日㈫　お誕生会

ふれあいひろば ☎28−1725

橘こどもセンター　 平日 9:00～14:00

 1日㈫　園行事のため閉所
 3日㈭　七夕まつり
 8日㈫　おはなしのポケット
15日㈫　子育て講座

講師：仁木小弥香さん
22日㈫　みんなで遊ぼう
29日㈫　お誕生会

なかよしひろば ☎21−2002

平島こどもセンター 平日 9:00～14:00

あっくん（仮名）は、やんちゃな子です。
友だちに暴言を吐いたり、腹が立つと手
や足がでたりする子です。
ある日、近くの学校と交流会がありまし
た。先生は、あっくんが他校の子どもと
けんかをしないか心配していました。交
流会がだんだん進んで、終盤にさしかか
った頃、とうとうあっくんは他校の子と
けんかをしてしまいました。先生は、心
配していたことが起こったので、あっく
んを呼んで厳しく叱り、他校の子に謝り
なさいといいましたが、あっくんは謝り
ません。それどころか、ぼろぼろ涙をこ
ぼし始めました。しかも、目は怒ってい
ます。いつものあっくんなら反抗しても
泣くことはありません。いつもと様子が
違うことに気づいた先生は、この時にな
って、ようやくあっくんに何があったの
か尋ねました。でも、あっくんは口を固
く結んで何も話そうとしません。
先生は、周りにいた友達からその時の様
子を聞くことにしました。すると、思わ
ぬ事実が分かったのです。（以下、次号）

　　　　　学校教育課 

子 育 て 一 言 メ モ
−あなたなら　どうする？（前編）−

 4日㈮　七夕飾りを作ろう
11日㈮　しゃぼん玉あそび
15 日㈫　「子どもに起こりやすい事故と

予防」
講師：日本赤十字社徳島県支部
　　　岡田恭典さん

22日㈫　お祭りごっこをしよう
29日㈫　お誕生会
１日㈫、８日㈫、18日㈮、25日㈮
うたって遊ぼう

みんなのひろば ☎44−5059

羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9:00～14:00（お弁当タイム11:45～）

●10周年記念交流会
日時　７月５日㈯　9:30 ～ 12:00
場所　ひまわり会館
　　　すこやかルーム・健康ルーム
内容　鳴門教育大学人形劇団ころぼっくる、

阿南シンフォニックバンド、いろい
ろ遊びのコーナー（100円）、ゆる
キャラ撮影会など

●ウエルカム阿南交流会
転入者のための交流会を開いています。
阿南に引っ越ししてきて、子育てに関する
情報を知りたい、お友達を作りたいと思わ
れている方はいませんか。阿南市の保健師
さんが来てくれますので、計測や相談もで
きます。
日時　７月24日㈭　10:00～11:30
場所　ひまわり会館１階　すこやかルーム
●出張登録会
ぜひこの機会に登録にお越しください。
日時　７月24日㈭　10:00～11:00
場所　ひまわり会館１階
　　　すこやかルーム前

問 阿南ファミリーサポートセンター　
　（☎24－5550）へ

阿南ファミリーサポートセンター

（※＝要予約）
 3日㈭　英語で遊ぼう
 4日㈮　高齢者とのふれあい会※
 7日㈪　七夕まつり※
10日㈭　ミュージックケア（乳児）※
14日㈪　看護師による健康相談・発育計測
16日㈬　保健師によるママと乳幼児の健

康相談
17日㈭　お誕生会
18日㈮　乳幼児のための心肺蘇生法
22日㈫　発育計測
25日㈮　おはなしころりん
31日㈭　ミュージックケア（幼児）※
※行事によっては有料・申込みが必要にな
りますので、くわしくはお問い合わせくだ
さい。
問 那賀川子育て家庭支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば 平日 9:00 ～ 16:00
７月

て ひ ろば育子
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今
か
ら
12
年
半
前
の
こ
と
で
す
。
末
娘
も

18
歳
と
な
り
、
３
人
の
子
ど
も
の
母
親
と
し

て
、
子
育
て
卒
業
ま
で
も
う
ひ
と
頑
張
り
と

思
っ
て
い
た
矢
先
の
こ
と
で
し
た
。

　

突
然
の
息
子
の
失
踪
。
そ
の
現
実
に
驚
き
、

戸
惑
い
の
な
か
、
単
な
る
失
踪
で
は
な
く
、

事
件
と
し
て
捜
査
し
て
ほ
し
い
と
警
察
に
訴

え
ま
し
た
。
し
か
し
、「
こ
れ
が
女
性
と
か
、

子
ど
も
だ
っ
た
ら
話
は
別
で
す
よ
！
」
と
、

成
人
し
た
男
性
と
い
う
だ
け
で
聞
く
耳
す
ら

持
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
警

察
を
頼
る
し
か
方
法
は
な
く
お
願
い
し
続
け

ま
し
た
が
、
11
カ
月
を
過
ぎ
た
頃
「
お
母
さ

ん
が
、
い
く
ら
来
ら
れ
て
も
、
本
人
に
動
き

が
な
け
れ
ば
警
察
と
し
て
も
捜
し
よ
う
が
な
い

で
す
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
し
息

阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発
講
師
団
講
師　

　

賀
上 

文
代 

さ
ん

子
が
拉
致
さ
れ
た
の
な
ら
、
本
人
か
ら
の
動

き
等
望
め
る
わ
け
も
あ
り
ま
せ
ん
。
警
察
に

失
望
し
、
落
ち
込
み
な
が
ら
も
、
ど
う
や
っ

て
捜
せ
ば
よ
い
も
の
か
考
え
、
テ
レ
ビ
番
組
で

呼
び
か
け
た
り
も
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
息

子
に
つ
な
が
る
情
報
は
無
く
、「
い
っ
た
い
何

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
？
」
と
い
う
疑
問
の
ま
ま

今
日
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
の
な
か
、
２
０
０
３
年

に
設
立
さ
れ
た
「
救
う
会
徳
島
」
の
皆
さ
ま

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
く
思

っ
て
い
ま
す
。
会
員
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
親
身
に
な

っ
て
考
え
て
く
だ
さ
り
、
設
立
か
ら
11
年
の
間

変
わ
る
こ
と
な
く
支
え
続
け
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。

　

２
年
ほ
ど
前
に
、（
政
策
な
の
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
）
特
定
失
踪
者
が
切
り
捨
て
に
さ
れ

る
の
で
は
？
と
不
安
に
感
じ
た
時
が
あ
り
ま

し
た
。
政
府
に
は
３
０
０
人
以
上
と
い
わ
れ
て

い
る
拉
致
議
連
の
議
員
さ
ん
が
い
る
の
に
、
な

ぜ
こ
の
問
題
は
前
進
し
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

２
０
１
２
年
末
、「
救
う
会
徳
島
」
会

長
の
情
報
公
開
の
要
請
に
よ
り
、
警
察
庁

よ
り
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
の
可
能
性
が
排

除
で
き
な
い
失
踪
者
（
特
定
失
踪
者
）
が

８
６
８
人
も
い
る
こ
と
が
都
道
府
県
別
に

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
徳
島
県
か
ら
も
８
人

の
方
の
名
前
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
息
子
も

そ
の
中
の
１
人
と
い
う
こ
と
で
、「
事
件
で

は
？
」
と
の
観
点
か
ら
よ
う
や
く
警
察
で

捜
査
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
息
子
の
場
合
、
何
一つ
証
拠
と
な
る
も

の
は
無
く
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
だ
と
言
い

切
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
警
察
庁
に

よ
る
こ
の
特
定
失
踪
者
の
発
表
は
、
小
泉

元
首
相
の
訪
朝
後
、
11
年
以
上
も
の
間
、

何
の
進
展
も
な
く
不
安
に
思
っ
て
い
た
私

た
ち
に
と
っ
て
、
息
子
の
存
在
を
残
す
も
の

の
一つ
と
し
て
強
い
味
方
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
特
定
失
踪
者
の
中
に

は
完
璧
な
証
拠
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
政

府
認
定
さ
れ
て
い
な
い
方
も
た
く
さ
ん
い
ま

す
。「
政
府
認
定
者
」
と
「
非
認
定
の
特

定
失
踪
者
」、
こ
の
差
は
い
っ
た
い
何
な
の

か
、
疑
問
に
思
い
ま
す
。
再
会
を
望
み
な

が
ら
、
わ
が
子
を
胸
に
抱
く
こ
と
も
叶
わ

ず
に
亡
く
な
ら
れ
た
家
族
の
訃
報
を
聞
く

た
び
、
涙
が
流
れ
ま
す
。

　

私
は
、
警
察
や
政
府
の
失
踪
者
に
対
す

る
対
応
の
あ
り
方
に
は
疑
問
に
思
う
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
息
子
の
こ
と
だ
け

で
終
わ
る
話
で
は
な
く
、
助
け
に
来
て
く

れ
る
と
信
じ
て
、
ど
ん
な
過
酷
な
状
況
で

も
頑
張
っ
て
生
き
て
い
る
拉
致
被
害
者
の

こ
れ
か
ら
の
た
め
に
関
係
さ
れ
る
機
関
に

は
改
善
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
政
策

等
に
よ
り
再
び
（
日
本
政
府
に
よ
る
）
被

害
者
と
な
ら
な
い
よ
う
に
願
わ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

息
子
の
こ
と
で
気
付
い
た
こ
と
に
、〝
絆
〟

の
大
切
さ
が
あ
り
ま
す
。
息
子
は
お
し
ゃ
べ

り
な
子
で
し
た
の
で
、
い
な
く
な
る
ま
で
本

当
に
た
く
さ
ん
の
話
を
し
ま
し
た
。
私
は

息
子
を
信
じ
て
い
ま
す
。
息
子
と
の
間
に

信
頼
関
係
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
強
い

気
持
ち
で
国
や
警
察
そ
し
て
皆
さ
ま
に
訴

え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

家
族
が
あ
き
ら
め
た
ら
、
未
解
決
の
ま
ま

で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
〝
拉
致
〟
は
人
間
が
自
分
の
意
思
で
自
由

に
生
き
る
と
い
う
最
低
限
の
権
利
さ
え
奪

っ
て
し
ま
う
人
権
侵
害
で
す
。
何
十
年
と
い

う
長
期
間
に
わ
た
る
、
北
朝
鮮
に
よ
る
現

在
進
行
中
の
国
家
犯
罪
で
す
。

　

ど
う
か
皆
さ
ま
も
遠
い
話
と
思
わ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
自
分
の
身
に
も
起
こ
り
得

る
事
と
の
認
識
の
も
と
、
自
分
の
身
を
守

る
た
め
に
、
今
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
一
日
も
早
く
拉
致
問
題
が
全
容
解
決
さ

れ
、
お
互
い
の
国
の
こ
と
を
助
け
合
え
る

日
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
阿
南
市
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
の
花
言
葉

は
、「
光
輝
く
」
で
す
。
人
権
に
つ
い
て

考
え
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
ま
さ
に
光
り

輝
く
阿
南
市
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
人
権
教
育
・
啓
発
コ
ー
ナ
ー
「
ひ
ま
わ

り
」
で
は
、
市
民
の
皆
様
の
人
権
に
対
す

る
思
い
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

人権教育・啓発コーナー

ひまわり

問
い
合
わ
せ
は
　

　

人
権
・
男
女
参
画
課

　
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

⑺

特
定
失
踪
者
の
家
族
と
し
て
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2040 年までに自治体の半分が消滅する…。「日本創生会議」の人口減少問題検討分科会の推計が波紋を呼んでいます。これからの人口減少社
会にどう対応すべきか―。全国広報広聴研究大会でもこの問題が取り上げられ、「特色ある地域資源の魅力を生かした情報発信」の必要性を確
認したところです。今月号から、本市の移住・定住施策の一つである「地域医療体制の充実」について、シリーズでお伝えしていきます。（山田）
とぼけた表情に、のんびりした雰囲気。その愛らしい仕草を見ているだけで癒される「あななん」。取材先で出会った時もいつもたくさんの子
どもたちに囲まれていて、人気ぶりがうかがえます。そういう私もあななんファン。次はどんなグッズが誕生するのか…ひそかに楽しみにして
います。（相田）

編集室の

窓

７月の市税

■固 定 資 産 税（第２期）
■国民健康保険税（第２期）
　納期限は、７月31日㈭です。納め忘れのないようにしましょう。
●市税の口座振替済通知書の送付について
市県民税（全期）の口座振替済通知書は７月中旬に郵送
します。

日曜相談窓口  27日㈰  8:30～17:00（市役所 1 階納税課）

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
　6日 か じ か わ 整 形 外 科 日開野町 ☎24−5750
13日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313
20日 瀧 内 科 外 科 医 院 才 見 町 ☎24−9133
21日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313
27日 殿 谷 整 形 外 科 医 院 津乃峰町 ☎27−3334

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00～22：00
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

７月の休日・夜間診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。

●休日昼間　9：00～17：00
日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

７月の相談

法律相談（要予約） ３日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所１階　市民相談室
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談 ８日㈫、22日㈫
時 9:30～11:30　所 市役所１階　市民相談室
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談 25日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116

消費生活相談 平日開館
時 9:30～16:30　所 消費生活センター
問 消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談 ９日㈬
時 13:30～16:00　所 橘公民館、長生公民館
問 人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談 22日㈫
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談 ７日㈪、14日㈪、28日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性の生き方なんでも相談（要予約）
日 １・８・15・22・29日　時 13:00～17:00
日 11・25日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室分室　☎22−0361

年金相談（要予約） ３日㈭
時 9:00～15:30　所 市商工業振興センター
予 1カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※８月の相談日はありません。

スポーツ施設７月の休館日
スポーツ総合センター（温水プール） 7・14・22・28 日
那賀川スポーツセンター 2・9・16・23・30 日
羽ノ浦総合国民体育館 7・14・22・28 日
羽ノ浦健康スポーツランド 7・14・22・28 日
県南部健康運動公園 1・8・15・22・29 日

人口と世帯数

人口 76,371人 （−22）
（男）36,816人 （−11）
（女）39,555人 （−11）

世帯数30,125世帯（＋17）

※平成26年５月末日現在
　カッコ内は前月対比

７月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・住基カードの発行等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●納税相談　納税課（☎22−1792）へ

２日㈬・16日㈬　17：15～18：15　市役所本庁１階

市税の納付および分納等の納税（納付）相談を受け付けています。
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蒲か

生も

田だ

岬
か
ら
伊
島
を
望
む
空
撮
写
真
を
見

た
。
写
真
展
の
表
題
に
は
「
空
か
ら
眺
め
た
Ｋ

Ｉ
Ｔ
Ｔ
」
と
あ
る
。
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
で
撮
影
し

た
驚き

ょ
う
し
ん
ど
う
は
く

心
動
魄
の
風
景
写
真
に
釘
づ
け
に
な
っ

た
。
ど
れ
も
豊
か
な
自
然
が
な
け
れ
ば
生
ま
れ

な
か
っ
た
作
品
ば
か
り
。
四
国
東
端
部
の
自
然

の
す
ば
ら
し
さ
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ

と
は
、「
蒲
生
田
、
伊
島
、
椿
泊
、
椿
」
の
略
。

「
阿
南
の
桃
源
郷
」
と
も
い
わ
れ
る
境
地
の
豊

か
な
自
然
や
貴
重
な
歴
史
遺
産
を
再
発
見
し
、

保
存
・
継
承
活
動
に
取
り
組
む
「
阿
南
市
Ｋ
Ｉ

Ｔ
Ｔ
賞
賛
推
進
会
議
」
が
企
画
し
た
。

　

故
・
後
藤
善
猛
さ
ん
（
桑
野
町
）
の
呼
び
掛

け
で
、
平
成
18
年
４
月
に
発
足
。「
知
ろ
う
！

守
ろ
う
！
伝
え
よ
う
！
」
の
旗
印
に
、
県
内
外

か
ら
大
勢
の
有
志
が
賛
同
し
た
。
あ
る
が
ま
ま

の
自
然
や
暮
ら
し
の
中
に
、
も
っ
と
掘
り
起
こ

し
て
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
宝
物
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
地
域
の
人
た
ち
と
手
を
つ
な

ぎ
、
守
り
伝
え
て
い
こ
う
と
い
う
高
遠
な
夢
の

推
進
が
始
ま
っ
た
。「
自
然
」「
ウ
ミ
ガ
メ
」「
歴

史
民
俗
」「
広
報
」
部
会
を
設
け
、
観
察
会
や

保
全
活
動
な
ど
に
取
り
組
む
。
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
記
録
は
新
聞
記
事
な
ど
と
と
も
に
冊
子
に
ま

と
め
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
配
信
し
て
い
る
。

「
活
動
に
参
加
す
る
た
び
に
新
し
い
発
見
が
あ

り
ま
す
」
と
会
長
の
湯
城
豊
勝
さ
ん
（
62
歳
・

那
賀
町
）。
偉
大
な
る
指
導
者
、
後
藤
さ
ん
の

遺
志
を
受
け
継
ぎ
、
探
究
心
を
高
め
て
い
る
。

　
「
地
域
の
財
産
に
〝
新
た
な
命
〟
を
吹
き
込

む
こ
と
で
、
今
ま
で
以
上
に
地
域
が
き
ら
き
ら

と
輝
く
よ
う
な
取
組
を
活
発
化
さ
せ
た
い
」

　

地
域
の
自
然
や
文
化
、
歴
史
を
支
え
て
い
る

の
は
、こ
う
し
た
人
々
の
熱
心
な
思
い
だ
ろ
う
。

　

期
待
の
一
方
、
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
の
会
に
は
課
題
も

あ
る
。
会
員
の
減
少
と
高
齢
化
だ
。
か
つ
て
３

６
０
人
い
た
会
員
は
約
２
０
０
人
に
減
り
、
70

〜
80
代
が
中
心
に
な
っ
た
。
室
戸
阿
南
海
岸
国

定
公
園
指
定
50
周
年
に
当
た
る
今
年
は
、
活
動

を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
好
機
。
８
月
３
日
㈰
に

は
、
芸
術
祭
が
行
わ
れ
る
伊
島
で
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
。
来
島
者
の
感
動
が
島

民
の
誇
り
に
な
り
、
来
訪
者
の
「
観
光
」
は
島

民
の
「
感か

ん

幸こ
う

」
に
変
わ
る
。
心
の
交
流
に
も
き

っ
と
一
役
買
っ
て
く
れ
る
は
ず
。
夢
物
語
の
続

き
が
楽
し
み
だ
。

■
発
行
／
平
成
26年

（
2014年

）
7月
1日
　【
672号

】
■
編
集
／
阿
南
市
企
画
部
秘
書
広
報
課
　
〒
774 -8501 阿

南
市
富
岡
町
ト
ノ
町
12番

地
3　
☎
0884-22-1110　

e-m
ail : hisho@

city.anan.tokushim
a.jp

■
印
刷
／
米
崎
印
刷
株
式
会
社

広
報
編
集
長
の
小
窓

な
ニ
ュ
ー
ス
を
い
ち
早
く

阿
南

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
ご

覧
い

た
だ

け
ま

す
！

http://w
w

w
.city.anan.tokushim

a.jp/
ホ
ッ
ト

広
報

ぶ
ら
り
ま
ち
紀
行

阿
南

ふ
る
さ
と「
阿
南
市
」の
す
ば
ら
し
い
魅
力
を
再
発
見
！

〜
地
域
の
輝
き
〜

第
95
回

約300人が参加した蒲生田海岸清掃（6月1日）

写真展

伊島の植物観察会（平成25年６月９日）

阿
南
市
Ｋキ

ッ

ト

Ｉ
Ｔ
Ｔ
賞
賛
推
進
会
議

撮影：Ｊスカイフォトサービス
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